
臨
時
政
府
期
に
お
け
る
エ
ス

エ
ル
の
農
業
政
策

に
つ
い
て
の
一
考
察

一

色

義

口禾

臨時政府期におけるエスエルの農業政策についての一考察（一色）

【
要
約
】
　
｝
九
世
紀
後
半
の
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
伝
統
を
色
濃
く
受
継
ぎ
、
二
十
世
紀
初
頭
に
組
織
さ
れ
た
エ
ス
エ
ル
党
（
社
会
主
義
者
…
革
命

家
党
）
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
農
業
u
土
地
問
題
の
解
決
を
そ
の
主
要
な
政
治
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
｛
七
年
初
頭
ロ
シ
ア
に
お
こ

っ
た
革
命
は
エ
ス
テ
ル
た
ち
に
と
り
、
彼
ら
の
《
土
地
社
会
化
》
を
虚
心
と
し
た
農
業
1
1
土
地
綱
領
を
自
ら
の
手
で
実
現
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
彼
ら
エ
ス
テ
ル
は
革
命
初
期
、
ソ
ヴ
ェ
ト
組
織
な
ど
を
通
じ
、
大
衆
と
り
わ
け
農
罠
の
強
い
支
持
を
確
保
し
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
彼
ら

が
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
臨
時
政
府
の
倒
壊
と
と
も
に
、
自
ら
の
手
で
土
地
改
革
を
実
境
す
る
好
機
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
彼

ら
の
政
治
的
敗
北
の
一
壷
を
、
こ
の
年
の
彼
ら
の
農
業
1
1
土
地
問
題
に
対
す
る
基
本
的
方
針
、
そ
し
て
中
央
に
お
い
て
臨
時
政
府
が
倒
れ
た
十
月
末
に
蚕

る
ま
で
の
問
の
実
際
の
行
動
の
分
析
を
通
じ
、
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
八
巻
五
号
　
一
九
七
五
年
九
月

は
　
じ
　
め
嘱
に

　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
一
七
年
二
月
ロ
シ
ア
に
生
起
し
た
革
命
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
は
、
農
業
・
土
地
問
題
の
解
決
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
題
は
、
一
九
世
紀

以
来
の
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
伝
統
を
受
継
ぎ
、
　
《
土
地
と
自
由
》
　
《
土
地
社
会
化
》
を
旗
標
と
し
、
自
ら
農
民
の
党
を
名
乗
っ
て
い
た
エ
ス
エ
ル

〔
正
式
に
は
社
会
主
義
者
－
革
命
家
党
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
う
略
称
す
る
〕
に
と
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
こ

と
は
、
例
え
ば
、
こ
の
年
に
開
催
さ
れ
た
党
大
会
で
、
こ
の
党
の
農
業
問
題
の
専
門
家
の
一
人
ブ
イ
ホ
フ
ス
キ
！
国
・
凶
・
ゆ
い
重
圏
舅
轟
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

《
こ
れ
が
我
々
の
中
心
問
題
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
失
敗
す
れ
ば
我
々
は
終
り
で
あ
る
》
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
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容
易
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
年
の
二
月
か
ら
十
月
の
間
、
づ
ま
り
臨
時
政
府
が
存
続
し
て
い
た
時
期
に
、
二
月
以
降
大
衆
内
に
最
大
の
影
響
力
を
も
つ
政

党
と
し
て
活
動
し
え
た
エ
ス
エ
ル
が
、
よ
り
正
確
に
は
そ
の
中
央
に
お
け
る
指
導
者
た
ち
が
、
自
己
の
存
亡
に
誇
る
と
考
え
た
農
業
・
土
地
問

題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
論
点
を
、

彼
ら
が
主
張
し
た
臨
時
措
置
の
聞
耳
に
絞
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
　
《
土
地
社
会
化
》
の
理
論
そ
れ
自
体
の
詳
細
な
検
討
は
他
の
機
会
に
譲
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
す
で
に
高
岡
健
次
郎
の
研
究
が
あ
る
ほ
か
、
直
接
・
聞
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

関
連
す
る
研
究
が
少
な
か
ら
ず
公
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
國
に
お
い
て
も
、
ラ
ド
キ
ー
の
先
駆
的
な
エ
ス
エ
ル
研
究
に
加
え
、
ソ
連
邦
で

も
近
年
グ
セ
フ
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
、
概
ね
極
め
て
否
定
的
な
見
方
か
ら
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
エ
ス
エ
ル
関
係
の
研
究
が
い
く
つ
も
公

に
さ
れ
て
い
殉
・
し
か
し
・
こ
れ
ら
の
中
で
も
工
至
ル
に
関
す
る
本
格
的
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
ラ
ド
キ
あ
研
究
は
・
今
な
お
研
究
史
上

最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
も
、
こ
の
よ
う
な
ラ
ド
キ
ー
の
研
究
に
多
く
の
示
唆
を
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
論
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
エ
ス
エ
ル
の
中
央
機
関
紙
た
る
《
ヂ
ェ
ー
質
・
ナ
ロ
ー
ダ
》
や
、
党
大
会
の
議
事
録
な
ど
を
利
用
し
、
よ
り
詳
細
な
記
述
を
め
ざ
し
た
い
。

そ
し
て
同
時
に
、
ラ
ド
キ
…
の
研
究
で
は
十
分
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
き
ら
い
の
あ
る
、
中
央
や
地
方
の
土
地
委
員
会
な
ど
の
問
題
を
も
、

エ
ス
エ
ル
と
の
関
係
か
ら
と
ら
え
な
お
す
こ
と
に
よ
り
、
農
業
・
土
地
問
題
に
お
け
る
エ
ス
エ
ル
指
導
老
た
ち
の
構
想
と
現
実
の
政
治
過
程
に

関
す
る
分
析
を
、
よ
り
明
確
な
も
の
に
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

　
①
　
本
稿
の
日
付
は
全
て
旧
露
暦
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
客
9
N
鳶
　
一
九
六
三
年
）
等
。

　
②
↓
℃
雪
荊
蟹
。
♂
。
銘
器
℃
瞳
籠
｛
8
算
塁
≧
o
↓
o
甲
需
・
δ
窪
目
。
【
誉
。
＝
o
℃
o
炉
コ
。
弓
。
「
麓
き
　
　
④
例
え
ば
、
和
沼
春
樹
「
ロ
シ
ア
革
命
に
お
け
る
農
民
革
命
」
（
『
近
代
革
命
の
研

　
　
お
§
。
壱
・
謡
。
。
¶
以
下
≡
串
の
畏
と
略
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
（
下
）
紬
一
九
七
三
年
所
収
）
、
長
尾
久
『
ロ
シ
ア
十
月
革
命
』
一
九
七
二
年
、

　
③
　
　
「
エ
ス
エ
ル
の
農
業
綱
領
の
性
格
と
そ
の
結
末
に
つ
い
て
」
　
（
『
歴
史
学
研
究
撫
　
　
　
　
同
『
ロ
シ
ア
十
月
革
命
の
研
究
』
｛
九
七
三
年
、
等
。
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⑤
幻
巴
ざ
《
ρ
二
二
同
誌
餌
α
q
『
錠
貯
目
囲
。
⑦
ω
o
臨
ぴ
。
『
匿
く
一
。
・
岸
津
。
ヨ
陣
ω
。
欝
巳

　
山
①
融
着
汁
。
一
票
。
図
霧
ω
㌶
昌
ω
o
o
圃
巴
冨
け
図
㊦
〈
o
冨
江
。
舜
甑
。
。
・
■
司
。
ぴ
ヨ
㊤
曙
9

　
0
簿
O
σ
㊦
『
脚
累
．
く
マ
9
p
α
ピ
O
コ
鳥
O
戸
H
り
㎝
Q
◎
．
　
擁
財
O
繊
O
H
匙
O
麟
コ
α
O
門
酔
7
⑦
7
餌
旨
臼
母
9

　
月
げ
。
幻
¢
ω
。
・
猷
コ
ω
o
o
一
巴
一
簿
閑
¢
〈
o
一
暮
一
〇
冨
甑
①
ω
貯
夢
Φ
閃
⇔
二
罵
鼠
。
馨
密
。
囲

　
6
0
0
〈
一
簿
蔵
出
ρ
茗
■
く
■
卸
コ
鳥
い
。
コ
山
o
P
昇
り
＄
．

⑥
例
え
ば
、
門
署
⑦
巴
く
．
ロ
d
巳
』
〈
で
碧
コ
竜
↓
唱
言
旨
窪
巽
ω
。
9
0
炉
3
レ
㊤
Φ
ω
…
「
§
7
凶
器
篇

国
炉
否
唄
（
ω
6
9
蛭
＝
ω
酷
＝
刷
藝
剛
畠
8
鵠
霧
忘
陰
。
鵠
ロ
℃
o
壱
衛
7
旨
ρ
《
G
口
。
ぞ
。
塗

　
＝
∩
8
℃
唱
三
》
窯
ρ
8
お
⑦
㎝
旧
身
∩
露
M
〈
』
．
層
瞬
や
差
美
×
■
〉
二
〇
円
8
ヨ
笛
溝
自
。
↓
窪
－

　
『
∩
↓
。
コ
僧
開
宍
。
導
毛
月
雪
δ
月
潟
幽
・
○
．
拓
震
＝
晒
凶
自
。
唱
ヨ
鯛
巳
画
咽
箒
至
①
突
0
3
9
舞
で
？

　
↓
9
霧
【
給
養
9
註
尉
コ
巷
↓
｝
一
誕
8
暑
§
順
8
8
切
も
堅
雪
δ
損
胴
§
富
B
切
．
三
二
お
①
Q
。
等
。

⑦
正
式
に
党
中
央
委
員
会
機
関
紙
の
タ
イ
ト
ル
を
も
っ
た
の
は
属
ρ
“
①
（
W
・
1
6
）

　
号
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
エ
ス
エ
ル
党
機
関
紙
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
委
員
会
機

　
関
紙
で
あ
っ
た
が
実
質
的
に
中
央
機
関
紙
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。

臨晴政府期におけるエスエルの農業政策についての一考察（一色）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
【
章
　
エ
ス
エ
ル
の
基
本
構
想
一
1
経
過
措
置
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
一
九
一
七
年
二
月
以
後
の
農
業
、
土
地
問
題
で
の
エ
ス
エ
ル
の
基
本
姿
勢
は
、
三
月
初
の
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
州
の
党
組
織
会
議
の
決
定
に
す

で
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
全
て
の
土
地
は
そ
れ
を
耕
す
勤
労
人
民
に
属
す
べ
き
で
あ
り
、
土
地
の
私
的
所
有
は
認
め
な
い
と
い
う

党
の
綱
領
的
立
場
に
た
っ
て
、
こ
の
目
標
が
人
民
の
意
思
の
完
全
な
表
現
者
た
る
制
憲
議
会
を
通
じ
立
法
的
方
法
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
の
で
あ
り
、
私
有
地
の
即
時
略
奪
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
翌
日
の
機
関
紙
の
論
説
も
こ
の
決
定
を
引
用
し
、
党
の

主
張
す
る
《
土
地
社
会
化
》
と
土
地
の
勝
手
な
略
奪
と
の
聞
に
は
何
ら
共
通
の
も
の
は
な
い
と
断
書
し
、
農
民
に
、
自
己
組
織
化
と
《
勤
労
人

民
に
土
地
も
自
由
も
与
え
て
く
れ
る
》
制
憲
議
会
の
選
挙
へ
の
準
備
を
呼
び
か
け
、
　
《
土
地
社
会
化
を
個
人
的
な
利
益
の
た
め
の
勝
手
な
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

略
奪
で
妨
げ
る
な
！
》
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
党
の
理
論
的
中
心
人
物
で
あ
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
中
鼠
・
崎
Φ
℃
国
。
⇔
5
も
、
四
月
初
に
帰
国
す
る
や
次
の
様
に
主
張
し
た
。
第
一
国
会
の
時
に

は
、
そ
れ
に
は
何
も
期
待
で
き
ず
、
農
民
に
よ
る
土
地
の
組
織
的
略
奪
・
臨
時
管
理
が
唯
一
の
問
題
解
決
の
方
法
で
あ
っ
た
。
だ
が
今
や
状
況

は
一
変
し
て
お
り
、
　
《
制
憲
議
会
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
正
し
く
整
備
さ
れ
た
解
決
へ
の
幅
広
い
道
》
が
開
け
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
制
憲
議

会
を
通
じ
て
の
農
蕎
題
の
解
決
が
・
《
唯
一
墾
件
に
受
入
れ
ら
れ
る
》
否
i
ガ
ン
な
の
だ
・
φ
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こ
の
よ
う
に
、
当
時
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
を
は
じ
め
エ
ス
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
は
、
農
民
の
直
接
的
行
動
が
農
村
内
に
内
証
を
ひ
き
お
こ
し
、

党
の
綱
領
の
実
現
の
妨
げ
に
な
る
と
考
え
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
、
こ
の
年
は
じ
め
か
ら
、
一
九
〇
五
年
当
時
の
《
流
民
に
よ
る
地
主
地
の

組
織
的
略
奪
》
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
ち
だ
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
彼
ら
は
、
全
農
業
ウ
ク
ラ
ー
ト
の
組
織
的
加
工
・
新
農
業
法
典
の
作
成
を
制
憲
議
会
に
委
ね
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
《
勤
労
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

土
地
利
用
を
最
大
限
展
開
さ
せ
る
》
若
干
の
暫
定
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
。

　
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
三
月
末
の
モ
ス
ク
ワ
の
党
会
議
は
、
郷
・
郡
・
県
の
社
会
委
員
会
や
そ
れ
に
付
属
し
た
特
別
の
土
地
委
員
会
が
土

地
改
革
の
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
、
臨
時
政
府
が
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ル
イ
ピ
ソ
法
の
効
力
を
停
止
し
、
同
時
に
土
地
売
買
を
即
時
禁
止
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
⑤

を
要
求
し
て
い
た
。
四
月
初
の
第
二
回
ペ
ト
p
グ
ラ
ー
ト
市
会
議
も
次
の
様
な
経
過
措
置
を
要
求
し
て
い
た
。
第
一
に
、
臨
時
政
府
が
土
地
取

引
禁
止
法
を
出
す
こ
と
。
第
二
に
、
中
央
及
び
県
・
郡
都
に
土
地
委
員
会
を
創
設
し
、
前
者
に
は
土
地
改
革
の
準
備
作
業
に
加
え
て
、
不
適
切

な
現
行
法
規
の
効
力
停
止
〔
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
法
は
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
〕
、
地
方
土
地
委
員
会
へ
の
指
令
、
土
地
関
係
の
臨
時
規
準
の
作
成
等

の
任
務
を
与
え
、
後
者
に
は
全
土
地
フ
ォ
ン
ド
の
管
理
、
そ
の
臨
時
利
用
の
た
め
の
農
民
間
で
の
割
当
、
臨
時
勤
労
規
準
と
制
憲
議
会
の
決
定

ま
で
収
用
さ
れ
な
い
最
小
限
の
耕
地
の
確
定
、
地
方
に
お
け
る
全
て
の
土
地
関
係
の
調
整
、
土
地
課
税
額
の
決
定
、
収
用
地
所
有
者
か
ら
の
農

具
の
没
収
、
そ
の
規
準
の
作
成
等
の
任
務
を
与
え
る
こ
と
。
更
に
、
地
方
土
地
委
員
会
に
付
属
し
て
土
地
関
係
の
調
停
委
員
会
を
創
設
し
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
以
前
か
ら
の
土
地
関
係
機
関
の
機
能
を
停
止
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
会
議
で
の
報
告
者
ブ
イ
ホ
フ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、

こ
の
、
農
民
内
の
内
輪
も
め
を
防
ぎ
、
　
《
農
民
大
衆
の
土
地
渇
望
を
即
座
に
満
足
さ
せ
る
》
た
め
に
、
地
主
地
・
国
有
地
・
御
料
地
等
収
用
さ

る
べ
き
全
て
の
土
地
フ
ォ
ン
ド
を
、
特
別
の
組
織
口
土
地
委
員
会
が
収
用
し
て
制
憲
議
会
ま
で
臨
時
利
用
の
た
め
に
管
理
す
る
と
い
う
措
置
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

地
主
を
既
成
事
実
の
前
に
立
た
せ
、
制
憲
議
会
で
よ
り
従
順
に
さ
せ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
見
通
し
の
是
非
は
と
も
か
く
、
以
上
述
べ
た
会

議
の
決
定
の
中
に
、
制
憲
議
会
ま
で
土
地
フ
ォ
ン
ド
を
管
理
・
保
全
す
る
こ
と
を
中
心
に
考
え
ら
れ
た
、
エ
ス
エ
ル
た
ち
の
い
う
経
過
措
置
の

基
本
点
ー
ス
ト
ル
イ
ピ
ソ
法
の
停
止
、
土
地
取
引
の
禁
止
、
土
地
委
員
会
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
土
地
の
管
理
i
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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た
だ
、
土
地
委
員
会
の
問
題
、
と
く
に
そ
の
権
限
に
関
し
て
は
党
内
意
見
は
ま
だ
一
致
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
、
今
ひ
い
た
ペ
ト

ロ
グ
ラ
ン
ト
会
議
の
決
定
は
、
後
の
経
過
か
ら
み
て
も
む
し
ろ
左
派
的
と
い
っ
て
よ
い
。
四
月
末
の
中
央
州
会
議
は
土
地
委
員
会
の
任
務
を
制

憲
議
会
ま
で
の
資
料
の
準
備
、
地
主
と
の
協
定
に
よ
る
借
地
関
係
の
調
整
、
放
牧
欝
欝
の
利
用
の
調
整
、
空
閑
地
の
播
種
の
組
織
、
余
剰
農
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
利
用
等
に
限
っ
て
い
た
し
、
五
月
の
全
ロ
シ
ア
農
民
大
会
で
の
発
言
で
マ
ス
ロ
フ
O
・
嗣
・
窯
舘
詞
。
南
は
、
土
地
の
土
地
委
員
会
管
理
下
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

移
行
を
経
過
措
置
に
含
め
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
土
地
の
土
地
委
員
会
管
理
下
へ
の
移
行
と
い
う
要
求
が
少
く
と
も
形
．
の
上
で
全
党
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
根
を
下
し
た
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
全
ロ
シ
ア
農
民
大
会
で
の
農
業
決
議
の
採
択
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
間
、
四
月
二
十
一
日
に
臨
時
政
府
は
、
中
央
及
び
地
方
に
土
地
委
員
会
を
創
設
す
る
と
の
決
定
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
土
地
委

員
会
は
土
地
改
革
の
準
備
、
綱
憲
議
会
に
よ
る
土
地
問
題
の
解
決
ま
で
の
臨
時
方
策
の
作
成
の
た
め
に
農
務
省
管
轄
下
に
組
織
さ
れ
た
。
中
央

土
地
委
員
会
は
、
土
地
改
革
の
準
備
作
業
を
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
ら
ば
農
相
を
通
じ
旧
来
の
法
律
の
鯛
限
や
停
止
、
旧
土
地
関
係
機
関
の

廃
止
、
土
地
関
係
面
で
の
臨
時
国
家
機
関
の
活
動
の
管
理
・
調
整
等
に
つ
き
政
府
に
提
案
で
き
た
。
一
方
、
県
・
郡
の
地
方
土
地
委
員
会
は
、

改
革
の
準
備
に
加
え
、
中
央
権
力
の
決
定
を
実
行
し
、
土
地
関
係
の
争
い
を
解
決
し
、
そ
の
際
必
要
な
ら
ば
仲
裁
委
員
会
を
創
設
し
、
更
に
土

地
関
係
の
問
題
で
執
行
命
令
を
出
す
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
活
動
は
現
行
法
及
び
政
府
決
定
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
ま
た
、
土
地
委
員
会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
農
村
住
民
に
最
も
密
接
な
存
在
と
な
る
で
あ
ろ
う
郷
土
地
委
員
会
の
創
設
は
義
務
で
は
な
く
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
権
限
も
郡
土
地
委
員
会
が
定
め
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
内
容
の
政
府
決
定
に
紺
す
る
エ
ス
エ
ル
の
評
価
は
、
先
に
述
べ
た
理
由
か
ら
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ス
ロ
フ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
に
、
概
ね
満
足
し
う
る
と
考
え
た
者
も
あ
っ
た
が
、
後
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
権
限
の
面
だ
け
で
な
く
構
成
員
の
面
で
も
多
く
は
不
満

足
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
決
定
が
公
に
さ
れ
た
時
、
党
中
央
機
関
紙
の
論
説
は
、
政
府
決
定
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
土
地
委

員
会
が
《
新
し
い
農
業
体
綱
の
創
出
を
準
備
し
は
じ
め
る
》
だ
ろ
う
と
認
め
な
が
ら
も
、
当
時
の
権
力
構
造
、
つ
ま
り
臨
時
政
府
と
そ
れ
を
統

御
す
る
労
兵
ソ
ヴ
ェ
ト
と
い
う
図
式
を
、
土
地
委
員
会
と
勤
労
農
民
に
直
接
選
ば
れ
る
《
闘
い
の
機
関
》
た
る
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
と
の
間
に
生
み
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⑭

だ
す
こ
と
の
必
要
性
を
力
説
し
て
い
た
。

　
こ
の
論
説
に
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
以
後
エ
ス
エ
ル
た
ち
は
、
彼
ら
窟
身
経
過
措
置
の
中
心
に
す
え
て
考
え
て
い
た
《
地
方
土
地
委
員
会
が
、

勢
の
農
民
ソ
ヴ
・
ト
に
後
押
し
さ
れ
組
織
さ
れ
る
な
ら
農
民
大
衆
の
目
に
は
磐
畿
あ
る
も
の
に
映
ろ
ン
と
の
齎
の
も
と
に
・
農
斑

ソ
ヴ
ェ
ト
の
掌
握
↓
土
地
委
員
会
内
で
の
ヘ
ゲ
モ
ユ
ー
の
確
保
↓
土
地
委
員
会
を
通
じ
て
の
具
体
的
方
策
の
実
施
と
い
う
方
針
に
そ
っ
て
、
農

民
ソ
ヴ
ェ
ト
や
土
地
委
員
会
の
組
織
化
に
積
極
的
に
介
入
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
評
細
は
後
で
み
る
こ
と
に
し
、
先
に
、
五
月
末
の
党

大
会
ま
で
の
経
過
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

102 （734）

（二）

　
富
み
た
よ
う
に
、
当
時
エ
ス
エ
ル
に
と
り
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
は
非
常
に
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
二
月
以
後
し
ば
ら
く
の
間

は
、
エ
ス
エ
ル
た
ち
は
農
民
の
早
急
の
組
織
化
の
必
要
を
認
め
な
が
ら
も
、
彼
ら
の
間
に
は
組
織
方
法
に
つ
い
て
方
針
は
｝
資
し
て
は
い
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
た
。
一
九
〇
五
年
以
来
の
農
民
組
舎
と
い
う
名
称
が
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
、
地
方
で
は
こ
の
名
称
の
組
織
が
多
く
の
と
こ
ろ
で
生
れ
て
い
た
。

ま
た
党
内
の
一
部
に
は
、
農
民
組
織
か
ら
常
設
の
ソ
ヴ
ェ
ト
を
つ
く
る
こ
と
は
そ
れ
ら
が
統
治
機
関
に
変
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
ら
許
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
な
い
、
と
い
う
議
論
を
展
開
す
る
老
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
三
月
末
の
全
ロ
シ
ア
協
同
組
合
大
会
が
全
国
的
な
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
の
組
織
化
を
決

定
し
た
こ
と
が
　
つ
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
て
、
エ
ス
エ
ル
た
ち
は
、
独
自
の
党
派
的
な
動
き
を
示
し
た
全
ロ
シ
ア
農
民
組
合
に
紺
抗
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

そ
れ
と
は
別
に
、
よ
り
無
党
派
的
性
格
を
も
ち
、
　
《
大
衆
的
な
最
も
合
理
的
な
農
民
の
組
織
形
態
》
で
あ
る
ソ
ヴ
ェ
ト
に
農
民
を
組
織
し
、
そ

れ
に
勤
労
農
民
の
意
思
の
表
現
者
と
し
て
綱
憲
議
会
の
準
備
を
し
、
そ
れ
ま
で
政
府
機
関
を
統
御
す
る
役
割
を
与
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
彼
ら
は
そ
れ
以
後
、
全
国
的
な
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
網
の
組
織
化
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
勤
労
人
民
一
労
働
者
・
農
民
i
の
単
一
の
組
織

化
、
つ
ま
り
《
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
と
労
兵
ソ
ヴ
ェ
ト
を
単
一
の
農
労
兵
ソ
ヴ
ェ
ト
に
合
体
す
る
》
と
い
う
主
張
を
掲
げ
な
が
ら
、
五
月
初
に
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
て
い
た
金
ロ
シ
ア
農
民
大
会
に
向
け
て
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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⑳

　
そ
の
間
の
具
体
的
経
緯
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
エ
ス
エ
ル
は
五
月
初
に
こ
の
大
会
が
開
か
れ
た
時
、
代
議
員
の
多
数
を
自
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
支
持
老
で
固
め
、
大
会
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
だ
が
そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
の
代
表
が
大
会
で
披
歴
し
た
党
の
農
業
政
策
が
、

地
方
や
軍
か
ら
の
農
昆
代
表
た
ち
に
無
条
件
に
受
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
結
果
的
に
は
、
大
会

は
エ
ス
ェ
ル
指
導
着
た
ち
が
自
ら
の
政
策
を
農
民
代
表
の
批
判
に
晒
し
、
農
民
代
表
た
ち
の
要
求
を
あ
る
程
度
受
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
を
練
り
直
す
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
こ
の
大
会
は
、
と
り
わ
け
農
業
問
題
に
お
い
て
、
エ
ス
エ
ル
た
ち
が
党
大
会
を
前
に

し
て
党
の
政
策
の
あ
る
べ
き
姿
を
確
認
す
る
場
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
若
干
繁
雑
で
は
あ
る
が
農
民
大
会
に
つ
い
て
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
大
会
で
農
業
問
題
の
討
論
が
始
め
ら
れ
た
の
は
五
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
エ
ス
エ
ル
を
中
心
と
し
て
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
諸
派
か
ら
六
人

が
報
告
に
た
っ
た
。
そ
の
中
で
今
問
題
に
し
て
い
る
馬
追
議
会
ま
で
の
経
過
措
置
に
ふ
れ
た
の
は
、
主
に
、
協
同
組
合
と
の
関
係
が
深
く
、
党

内
で
は
右
派
的
と
み
な
さ
れ
て
い
た
マ
ス
ロ
フ
で
あ
っ
た
。
彼
が
主
張
し
た
こ
と
は
次
の
点
に
要
約
で
き
る
。
ω
土
地
取
引
と
、
い
わ
ゆ
る
ス

ト
ル
イ
ピ
ン
法
の
適
用
を
停
止
す
る
こ
と
。
②
土
地
略
奪
を
防
止
す
る
こ
と
。
㈲
奴
隷
的
土
地
関
係
を
弱
め
る
た
め
に
、
借
地
料
の
調
整
、
小

作
地
の
舎
理
的
分
配
に
地
方
土
地
委
員
会
が
介
入
す
る
こ
と
。
ω
不
播
地
が
残
ら
ぬ
よ
う
に
、
誰
の
土
地
で
あ
れ
所
有
者
が
利
用
で
き
な
い
、

あ
る
い
は
利
用
し
な
い
土
地
を
一
定
の
条
件
で
一
農
期
、
希
望
者
に
引
渡
す
こ
と
。
⑤
土
地
関
係
の
争
い
の
解
決
の
た
め
に
、
農
民
と
地
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

代
表
か
ら
な
る
調
停
委
員
会
を
、
ま
た
土
地
委
員
会
を
、
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
が
積
極
的
に
関
与
し
て
組
織
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
彼
が
報
告
で
、
土
地
の
土
地
委
員
会
へ
の
移
行
に
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
の
点
を
除
け
ば
彼
の
論
点
は
当
時
の
エ
ス
ェ

ル
の
主
張
と
し
て
は
平
均
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
概
ね
、
制
憲
議
会
ま
で
は
土
地
所
有
権
に
は
手
を
触
れ

ず
、
よ
り
合
理
的
で
有
効
な
形
で
の
土
地
の
利
用
を
図
り
、
そ
の
一
方
で
土
地
は
農
民
の
略
奪
か
ら
も
地
主
の
破
壊
行
為
か
ら
も
断
固
保
全
す

る
、
と
い
う
立
場
を
議
論
の
前
提
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
彼
ら
の
こ
の
姿
勢
は
、
彼
ら
と
地
方
や
軍
内
の
状
況
を
背
後
に
し
た
平
の

大
会
代
議
員
た
ち
の
気
分
の
閥
に
深
刻
な
翻
齢
を
生
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
大
会
の
エ
ス
エ
ル
指
導
者
の
…
人
グ
レ
ヴ
ィ
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チ
甲
乙
・
心
願
℃
露
剛
罎
は
後
に
、
《
我
々
が
大
会
の
気
分
を
、
地
方
の
全
て
の
農
民
の
気
分
と
同
じ
く
、
正
し
く
学
び
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
土
地
改
革
の
熟
慮
さ
れ
た
入
念
な
準
備
と
朱
来
の
土
地
の
組
織
的
分
配
に
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
農
民
は
何
ら
反
対
し
て
は

い
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
決
し
て
彼
ら
が
来
る
べ
き
幸
せ
を
単
に
受
身
的
に
待
つ
用
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
…

…
農
民
た
ち
は
、
地
主
地
の
即
時
分
配
を
主
張
せ
ず
と
も
、
そ
れ
を
地
主
た
ち
か
ら
と
り
あ
げ
、
国
有
財
産
に
移
す
か
、
公
式
に
そ
れ
を
布
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

す
る
こ
と
だ
け
で
も
熱
心
に
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
》
と
述
べ
て
い
る
。
と
も
か
く
エ
ス
エ
ル
指
導
潜
た
ち
は
農
民
代
表
た
ち
の
こ

の
要
求
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
農
業
決
議
の
投
票
が
近
づ
く
に
つ
れ
大
会
の
エ
ス
ェ
ル
・
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
内
の
雰
囲
気
も
厳
し

さ
を
増
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
エ
ス
エ
ル
指
導
者
た
ち
は
州
や
軍
ご
と
の
会
議
を
ひ
ら
き
説
得
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
投
票

の
前
日
二
十
四
日
に
は
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
が
再
び
発
言
し
、
彼
自
身
農
相
の
職
を
務
め
て
い
た
政
府
の
施
策
に
ふ
れ
な
が
ら
《
誰
に
土
地
を
分
配

す
る
か
を
言
う
の
は
政
府
で
は
な
い
。
い
か
に
し
て
、
い
か
な
る
条
件
で
そ
れ
を
人
民
の
利
用
に
移
す
の
か
を
決
め
る
の
は
政
府
で
は
な
い
。

土
地
委
の
姿
を
と
る
人
民
が
…
…
決
め
る
の
で
あ
る
。
…
…
こ
う
し
て
、
最
終
的
な
改
革
の
み
な
ら
ず
準
備
の
仕
事
が
今
よ
り
人
民
の
手
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
る
》
の
だ
と
訴
え
た
。
夜
の
会
議
で
も
彼
は
代
議
員
た
ち
の
質
問
に
答
え
、
略
奪
が
何
故
い
け
な
い
の
か
、
組
織
的
略
奪
と
い
う
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
何
故
受
入
れ
ら
れ
な
い
の
か
等
々
、
繰
返
し
説
明
し
代
議
員
た
ち
の
同
意
を
と
り
つ
け
る
た
め
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら

　
　
　
⑳

な
か
っ
た
。
結
局
、
エ
ス
エ
ル
指
導
者
た
ち
は
同
夜
自
党
の
代
議
員
の
会
議
を
開
き
、
農
民
代
表
た
ち
の
主
張
を
か
な
り
と
り
こ
ん
で
《
全
て

を
仲
直
り
さ
せ
る
．
認
ム
的
定
式
》
　
〔
グ
レ
ヴ
ィ
チ
〕
の
決
議
を
つ
く
り
、
翌
二
十
五
日
に
は
、
反
対
二
、
棄
権
一
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で
そ
れ

を
農
民
大
会
に
採
択
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
決
議
は
《
今
後
、
制
憲
議
会
に
お
け
る
土
地
問
題
の
最
終
的
解
決
の
み
な
ら

ず
…
…
地
方
及
び
中
央
土
地
委
員
会
に
よ
る
こ
の
解
決
へ
の
嘗
て
の
準
備
作
業
は
、
勤
労
住
畏
自
身
の
手
中
に
移
行
す
る
》
と
の
宣
言
に
始
ま

る
。
そ
し
て
ま
ず
、
平
民
ソ
ヴ
ニ
ト
の
緊
急
の
課
題
が
、
郷
・
挙
動
ム
ス
ト
ボ
選
挙
の
組
織
化
と
、
そ
れ
に
付
属
し
て
《
国
家
・
修
道
院
・
教

会
・
異
人
地
主
の
全
て
の
土
地
を
買
戻
愚
な
し
で
平
等
・
勤
労
利
用
の
た
め
に
全
人
民
的
資
産
に
移
行
す
る
と
い
う
原
則
が
、
土
地
改
革
の
準
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備
作
業
の
基
本
と
な
る
よ
う
に
土
地
委
員
会
を
組
織
》
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
確
認
し
て
い
る
。
更
に
、
政
府
に
対
し
て
、
土
地
改
革
の
準
備

と
実
現
の
面
で
勤
労
人
民
の
意
思
の
自
由
な
発
現
に
全
幅
の
支
持
を
与
え
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
決
議
で
は
、
全
て
の
土
地
を

土
地
委
員
会
の
管
理
下
に
移
す
こ
と
を
前
提
に
、
土
地
委
員
会
が
、
耕
作
・
播
種
・
取
入
れ
等
の
方
法
の
決
定
権
を
も
ち
、
労
働
力
を
管
理
・

分
配
し
、
農
業
機
器
を
没
収
し
て
共
同
的
原
則
に
よ
っ
て
全
面
的
に
利
用
す
る
た
め
の
方
策
を
構
じ
、
ま
た
役
畜
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
委
員
会
に
、
借
地
料
、
そ
の
支
払
い
方
法
、
農
業
労
賃
等
の
決
定
を
委
ね
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
は
非
常
に

重
要
な
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
で
全
国
家
的
方
策
が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
は
《
地
方
土
地
委
員
会
に
発
議
と
自
主
的
活
動
の
た
め
の
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

幅
広
い
自
由
》
を
与
え
る
こ
と
、
土
地
委
員
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
土
地
取
引
を
禁
止
す
る
こ
と
等
の
要
求
が
決
議
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。

　
当
時
す
で
に
、
カ
ザ
ン
・
ペ
ン
ザ
等
の
梨
の
農
民
大
会
で
、
郷
委
員
会
・
土
地
委
員
会
に
よ
る
全
土
地
の
管
理
・
登
録
・
地
主
所
有
農
具
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

没
収
等
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
決
議
の
内
容
は
決
し
て
と
び
ぬ
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
採
択
の

経
過
か
ら
み
て
も
、
間
接
に
で
は
あ
る
が
農
罠
大
衆
の
現
実
の
要
求
を
か
な
り
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

大
会
の
指
導
者
た
ち
が
概
ね
、
　
《
ソ
ヴ
ェ
ト
の
決
定
は
ま
だ
法
律
で
は
な
い
。
地
方
で
そ
れ
を
法
律
と
解
し
実
施
す
る
の
は
誤
り
》
だ
と
し
、

そ
の
内
容
を
政
府
の
決
定
に
盛
込
む
こ
と
に
力
を
注
い
だ
の
に
対
し
、
農
民
の
代
表
た
ち
の
多
く
は
、
そ
れ
の
早
急
の
実
現
を
当
然
と
み
な
し
、

地
方
で
の
活
動
の
指
針
と
し
て
活
用
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
も
う
一
度
ふ
れ
る
。
と
も
か
く
、
農
民
大
会
が
農

業
決
議
を
採
択
し
た
そ
の
同
じ
日
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
エ
ス
エ
ル
の
第
三
回
党
大
会
に
お
い
て
、
エ
ス
エ
ル
た
ち
が
党
の
農
業
政
策
を
論

議
す
る
際
、
こ
の
農
罠
大
会
の
決
議
を
無
視
し
え
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
彼
ら
が
農
民
の
支
持
を
確
保
す
る
た
め
に
、

ま
た
彼
ら
の
基
本
的
方
針
の
実
現
の
た
め
に
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な
い
最
小
限
の
要
求
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（三）

約
十
年
ぶ
り
に
、
初
め
て
合
法
下
で
開
か
れ
た
こ
の
党
大
会
で
農
業
問
題
の
報
告
を
行
っ
た
の
は
、
大
会
議
長
で
あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
の
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下
で
農
務
次
官
と
し
て
実
務
を
と
り
し
き
る
よ
う
に
な
る
ラ
キ
ー
ト
ニ
コ
フ
国
．
麟
■
団
鎚
三
国
舅
畠
と
ブ
イ
ホ
フ
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
。
他
の

問
題
の
審
議
で
時
間
を
く
い
、
す
で
に
五
月
三
十
日
に
な
っ
て
い
た
。
再
確
認
す
る
意
味
で
、
く
ど
く
な
る
が
要
点
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。
ま
ず
、
国
内
の
経
済
状
況
か
ら
み
て
農
業
生
産
力
の
増
強
が
議
論
の
大
前
提
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
減
少
の
可

能
性
の
あ
る
行
動
は
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
農
民
間
の
合
意
を
と
り
つ
け
、
フ
ー
ト
ル
農
・
オ
ー
ト
ル
プ
農
賊
心
。
娼
鵠
。
”
9
題
O
議
寒
国
〔
報

告
者
た
ち
は
、
療
則
的
に
は
そ
れ
ら
の
存
在
を
否
定
し
て
い
な
い
〕
が
反
革
命
に
走
ら
ぬ
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
農
民
は
、
一
九
〇
五
年

の
時
の
よ
う
な
《
土
地
へ
の
止
め
難
い
直
戯
的
衝
動
》
を
も
た
ず
、
大
部
分
の
地
方
で
は
制
憲
議
会
ま
で
農
業
問
題
の
解
決
を
待
つ
用
意
が
あ

る
〔
ラ
キ
ー
ト
ニ
ュ
フ
〕
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
、
農
民
運
動
は
《
即
時
略
奪
で
は
な
く
、
地
主
支
配
の
漸
進
的
排
除
》
を
め
ざ
し
て
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
し
て
、
農
民
大
衆
を
こ
の
方
向
に
響
算
し
、
党
へ
の
信
頼
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
は
、
以
後
の
農
業
政
策
の
要

と
な
る
土
地
委
員
会
を
、
党
が
是
が
非
で
も
掌
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
報
告
者
た
ち
の
議
論
が
、
後
で
ふ
れ
る
党
内
の
極
端
な
左
派
の
人
々
を
除
き
、
当
時
の
多
く
の
エ
ス
エ
ル
指
導
者
た
ち
に
共
通

し
た
状
況
認
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
党
大
会
は
こ
の
報
告
を
も
と
に
、
問
題
を
鰯
憲
議
会
ま
で
の
経
過
措
置
に
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

っ
て
、
経
済
部
会
で
審
議
し
た
後
、
六
月
三
日
に
次
の
よ
う
な
決
議
を
棄
権
八
の
み
の
賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。

　
《
あ
ら
ゆ
る
土
地
雪
意
が
廃
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
土
地
は
平
等
勤
労
利
用
の
た
め
に
無
償
で
全
人
民
的
資
産
に
変
る
べ
き
で
あ
る
と
の
信
念

か
ら
、
エ
ス
エ
ル
党
第
三
回
大
会
は
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
確
立
す
る
土
地
基
本
法
が
全
人
罠
的
制
憲
議
会
に
よ
り
公
布
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

　
大
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
私
的
略
奪
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
勤
労
人
民
と
革
命
の
事
業
の
た
め
に
、
土
地
社
会
化
に
向
け
た
農
業
政
策
の
即
時

の
計
画
的
実
現
を
必
要
と
み
な
す
。

　
土
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
準
備
の
全
て
の
仕
事
、
そ
の
実
現
、
ま
た
全
て
の
土
地
問
題
の
解
決
の
仕
事
は
、
中
央
や
地
方
に
お
い
て
組
織
さ
れ
た
勤

労
人
民
の
手
中
に
移
行
す
る
と
考
え
、
大
会
は
、
制
憲
議
会
ま
で
次
の
こ
と
が
必
要
と
み
な
す
。
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D
　
全
土
地
の
土
地
委
員
会
管
理
下
へ
の
移
行
。
後
者
は
、
農
業
生
産
を
で
き
る
だ
け
高
水
準
に
維
持
し
、
土
地
の
社
会
的
・
協
同
的
耕
作

　
（

を
発
展
さ
せ
、
で
き
る
だ
け
平
等
で
公
平
に
各
勤
労
経
営
体
間
に
土
地
が
配
分
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

　
豹
　
土
地
委
員
会
に
よ
る
経
営
体
間
で
の
労
働
力
の
計
画
的
か
つ
合
理
的
な
配
分
。

　
皿
　
全
て
の
役
畜
及
び
農
具
を
登
録
し
、
最
も
良
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
処
置
す
る
こ
と
。

　
只

　
W
　
国
民
経
済
の
た
め
に
、
山
林
の
伐
採
を
調
節
し
、
木
材
及
び
山
林
資
材
の
公
定
価
格
を
決
定
し
、
濫
伐
及
び
投
機
的
伐
採
を
中
止
す
る

こ
と
。
〔
註
略
〕

　
の
　
所
有
者
の
利
己
的
活
動
の
結
果
、
．
ま
た
他
の
何
ら
か
の
原
因
で
、
破
壊
ま
た
は
価
値
下
落
の
お
そ
れ
の
あ
る
栽
培
経
営
体
を
登
録
し
、

　
（

必
要
な
ら
ば
、
郡
あ
る
い
は
県
の
土
地
委
員
会
の
社
会
的
管
理
下
に
入
れ
る
こ
と
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
M
　
民
主
的
原
則
に
よ
り
土
地
委
員
会
を
改
組
す
る
こ
と
。
》

　
こ
れ
が
、
こ
の
党
の
影
響
力
が
最
も
大
き
か
っ
た
時
に
開
か
れ
た
党
大
会
が
採
択
し
、
以
後
こ
の
年
の
末
ま
で
党
の
公
式
見
解
の
役
割
を
は

た
し
た
農
業
閥
題
に
関
す
る
決
議
の
全
文
で
あ
る
。
投
票
の
際
、
決
議
案
の
説
明
に
あ
た
っ
た
マ
ス
ロ
フ
は
、
そ
れ
は
、
経
済
部
会
内
で
は
意

見
曳
航
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
と
も
か
く
問
題
が
な
く
、
　
《
現
集
会
の
緊
急
の
決
定
を
要
す
る
と
み
な
さ
れ
た
、
基
本
的
・
本
質
的
な
も
の
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
》
を
含
む
よ
う
に
し
て
作
り
あ
げ
た
も
の
だ
、
と
主
張
し
た
。
確
か
に
、
そ
れ
は
彼
ら
の
主
張
を
要
領
よ
く
、
明
ら
か
に
先
の
農
民
大
会
の

決
議
を
下
敷
に
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
問
題
点
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
原
案
に
は
最
初
の
部
分

に
《
無
償
で
》
と
い
う
句
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
採
決
の
時
に
補
足
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
暗
に
当
時
こ
の
点
で
エ
ス
エ
ル
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

動
揺
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
玉
璽
も
採
決
時
に
補
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
取
引
や
ス
ト
ル
イ
ピ
ン

法
の
問
題
に
ふ
れ
て
い
な
い
の
も
不
思
議
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
要
求
を
放
棄
し
て
は
い
な
い
以
上
、
す
で
に
片

付
い
た
と
尋
い
た
の
か
も
し
れ
な
魎
だ
が
蕃
の
魑
は
・
土
地
委
員
会
を
軸
と
し
た
経
過
措
置
の
最
初
に
《
圭
地
の
土
地
蓋
物
管

理
下
へ
の
移
行
…
…
》
と
い
ヶ
主
張
が
お
か
れ
、
そ
れ
が
党
内
に
一
応
定
着
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
議
全
体
を
通
じ
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そ
の
内
実
が
余
り
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
借
地
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
な
ど
、
土
地
が
土
地
委
員
会
の
管
理
下
に
入
る
と

は
、
現
実
に
い
か
な
る
状
態
を
意
味
す
る
の
か
決
議
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
多
く
の
エ
ス
エ
ル
た
ち
は
、
彼
ら
が
、

土
地
問
題
の
最
終
的
解
決
罐
土
地
社
会
化
の
出
発
点
と
な
る
べ
き
制
憲
議
会
ま
で
、
農
民
と
地
主
の
上
に
た
つ
土
地
委
員
会
の
も
と
で
土
地
を

保
全
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
認
識
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
ラ
キ
ー
ト
ニ
コ
フ
が
報
告
で
述
べ
た

よ
う
に
、
所
有
関
係
に
は
手
を
ふ
れ
ず
に
、
借
地
契
約
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者
自
身
に
よ
り
播
種
さ
れ
な
い
土
地
を
収
用
し
、
そ
れ

を
公
平
な
形
で
小
作
に
出
す
、
し
か
も
、
決
議
W
項
に
い
う
よ
う
に
、
栽
培
経
営
体
－
一
代
議
員
は
あ
ら
ゆ
る
地
主
が
そ
れ
を
騙
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
き
る
と
述
べ
た
が
一
は
、
通
常
、
現
所
有
者
の
支
配
下
に
と
ど
め
ら
れ
る
、
と
い
う
風
に
農
民
大
会
決
議
の
内
容
よ
り
せ
ま
く
解
釈
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
用
意
し
た
法
案
等
の
内
容
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
詳
し
く
は
次
章
に
譲
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
大
会
に
は
、
土
地
の
土
地
委
へ
の
移
管
を
土
地
社
会
化
を
現
実
に
一
部
分
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
、
あ
る
い
は
《
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

法
的
範
囲
内
で
土
地
収
奪
を
行
な
う
唯
一
の
方
法
》
で
あ
る
と
解
す
る
者
が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
人
物
が
、
大
会

の
直
前
に
あ
っ
た
党
北
部
州
会
議
で
、
党
は
土
地
略
奪
を
否
定
せ
ず
、
自
己
の
指
導
下
に
お
き
、
そ
れ
に
組
織
性
を
与
え
れ
ば
よ
い
と
か
《
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

々
は
土
地
略
奪
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
凝
る
べ
き
で
は
な
く
…
…
土
地
の
組
織
的
奪
取
を
援
助
す
べ
き
で
あ
る
》
と
主
張
し
た
人
々
と
意
見
を
共
に

し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
な
に
し
ろ
、
党
大
会
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
総
会
で
の
討
論
は
全
く
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
農
業
問
題
で
の
決
定
な
し
で
は
大
会
か
ら
戻
れ
な
い
し
活
動
も
で
き
な
い
と
い
う
地
方
代
議
員
の
声
を
前
に
し
て
、
大
会
は
と
も
か
く
も
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
公
式
見
解
を
つ
く
り
あ
げ
は
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
党
内
で
の
議
論
の
最
大
公
約
数
的
要
約
に
と
ど
ま
り
、
今
み
た
よ
う
に
、

肝
心
な
点
で
異
っ
た
解
釈
を
す
る
余
地
を
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
約
一
月
前
に
、
す
で
に
権
力
問
題
で
連
立
政
策
を
と
り
、
党
大
会
で
そ
の
政
策
に
対
す
る
公
式
の
承
認
を
獲
得
し
た
党
中
央
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

導
者
た
ち
は
、
　
《
政
府
内
の
社
会
主
義
者
大
臣
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
、
民
主
々
義
派
の
意
思
の
実
現
》
を
、
農
業
問
題
で
あ
れ
ば
と
く
に
彼
ら
の
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臨隠政府期におけるエスエルの農業政策についての一考察（一色）

同
志
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
を
通
じ
、
以
上
概
略
を
述
べ
た
構
想
の
実
現
翻
諸
々
の
農
業
法
案
の
政
府
に
よ
る
採
択
を
め
ざ
し
努
力
を
重
ね
て
ゆ
く
こ

と
に
な
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
彼
ら
党
中
央
の
指
導
者
た
ち
よ
り
農
民
の
近
く
に
立
っ
て
活
動
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
地
方
の
エ
ス
エ
ル
た
ち
は
、
多
か
れ

少
な
か
れ
、
結
果
的
に
は
、
一
種
の
合
法
主
義
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
中
央
の
指
導
者
た
ち
を
、
あ
る
場
合
に
は
乗
り
越
え
、

自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
で
党
大
会
の
決
議
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
諸
々
の
方
策
を
具
体
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
次
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
つ
つ
、
ま
ず
は
農
相
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
の
活
動
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
以
後
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ

き
た
い
。

①
　
《
ぬ
。
き
碁
O
o
岩
》
緊
ρ
昂
（
籠
・
観
）
州
会
議
は
三
月
四
日
に
あ
り
、
二
日
の

　
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
市
の
会
灘
…
の
決
議
を
、
そ
れ
に
土
地
問
題
な
ど
三
項
目
を
付
加

　
し
て
採
択
し
た
。

②
　
（
9
暴
霞
器
貴
養
ω
o
竃
隷
購
；
∩
霧
δ
国
。
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｝
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員
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［
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員
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B
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b
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■
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一
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．
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＝
o
切
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一
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》
［
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馨
B
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9
b
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■
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宵
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卜
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）
］

④
　
ゴ
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⑤
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き
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℃
o
誉
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累
ρ
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Q
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噛
9
器
↓
田
巻
⑦
。
↓
ぴ
美
。
円
霞
弩
目
賓
言
↓
畠

　
嗣
剛
言
霊
器
。
月
日
霧
器
ξ
畢
ヨ
こ
一
り
憩
ρ
目
封
・
野
＝
層
∩
↓
P
ミ
㊤
～
卜
。
。
。
O
　
〔
以
下

　
6
0
。
コ
賃
嘗
と
略
す
〕

⑥
《
撮
。
き
碁
零
岩
》
属
ρ
嵩
（
H
＜
・
φ
）

⑦
導
し
目
隻
。
ロ
突
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O
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雪
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噛
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咽
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塁
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弓
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竃
》
〔
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員
2
0
碁
B
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累
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（
圃
く
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一
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）
〕

⑧
《
員
。
き
語
℃
o
麸
》
裟
p
ω
c
。
（
＜
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）

⑨
　
◇
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．
三
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し
5
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口
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ω
昆
備
甲
【
≡
【
ω
薯
曾
。
焼
き
望
【
弓
g
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姻
δ
8
8
q
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ヨ
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》
〔
《
均
①
き
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貯
や
。
麸
》
窯
。
・
α
《
（
く
凸
O
）
〕

⑩
念
の
た
め
に
付
言
す
る
と
、
　
《
ヂ
ェ
ー
ロ
・
ナ
ロ
ー
ダ
》
紙
上
で
土
地
委
員
会

　
に
つ
い
て
最
初
に
具
体
的
に
言
及
し
た
の
は
、
第
二
幽
会
の
土
地
法
案
を
例
に
ひ

　
き
土
地
委
員
会
創
設
を
要
求
し
た
ペ
シ
ェ
ホ
ノ
フ
で
あ
る
。
　
（
〉
．
潮
Φ
日
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×
o
【
δ
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コ
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《
エ
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お
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8
2
岩
一
≡
芦
帥
奮
駒
ざ
壽
議
》
〔
《
淘
。
き
晋
B
き
》
客
9
◎
。
（
鎖
り

　
ト
。
ω
）
〕

⑪
∩
。
こ
。
。
羨
こ
ヨ
鮒
圃
圃
』
壱
●
b
。
霧
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㊤
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府
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月
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日
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、
こ

　
の
規
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で
申
央
土
地
委
員
会
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
土
地
委
員
会
の
創
設
を
公
に

　
し
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い
た
。
〔
∩
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↓
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↓
℃
．
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⑫
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三
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じ
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め
と
し
て
、
か
な
り
後
ま
で
ソ
ヴ
．
エ
．
ト
ど
混
期
さ
れ
て
い
る
。
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．
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．
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春
雪
【
§
嗣
【
毒
n
至
≡
叢
。
ン
§
も
㌣

　
誠
罎
㊥
o
露
ヨ
器
箕
ヨ
竃
【
哨
。
℃
窓
＝
蕊
錠
＝
摯
貞
》
〔
《
知
雪
。
瓢
巷
。
壼
》
窯
9
お
（
囲
く
・

　
刈
）
〕
葛
．
£
Φ
蜜
8
《
O
o
切
。
舅
幽
（
笥
自
ぴ
塗
良
霧
膏
昌
言
↓
呂
》
〔
《
鍋
2
0
【
山
巷
。
き
》

　
冥
ρ
鎗
　
（
圃
く
・
に
）
〕
…
エ
■
．
．
切
甑
諸
畠
Ω
窪
貫
《
○
勺
ヨ
霞
ω
玉
葉
【
も
Φ
9
田
熊
自
。
σ
ロ
》

　
〔
《
釦
2
0
＝
¢
。
や
。
誉
》
冥
ρ
b
o
g
。
（
H
く
凸
O
）
〕

⑳
9
暦
沖
．
G
。
．
讐
。
∩
霞
δ
勇
気
㊦
∩
↓
鶏
甲
套
謬
。
鷲
髭
器
自
尽
一
＝
凶
器
懲
愚
。
菌
聲

　
8
じ
口
。
↓
o
0
5
．
町
屋
∩
↓
7
差
。
【
（
＝
×
涌
窪
冤
↓
帥
ぎ
炉
《
離
唱
。
き
↓
省
。
剛
《
舘
℃
千
里
δ
ε
ヨ
》
客
。
．
㎝

　
（
忠
）
”
這
b
o
N
o
召
■
謡
～
Q
。
9

㊧
　
大
会
代
議
員
数
は
最
大
時
に
一
三
五
三
入
。
う
ち
農
村
よ
り
六
二
七
人
、
軍
部

　
隊
よ
り
六
八
一
入
、
党
派
構
成
に
つ
い
て
は
一
一
．
一
五
人
に
関
し
、
エ
ス
エ
ル
五

　
三
七
人
、
社
会
民
主
党
、
一
〇
三
人
、
無
党
派
＝
二
六
人
、
人
民
歓
会
党
論
人
、
ト

　
ル
ド
ヴ
ィ
キ
六
人
、
残
り
不
明
と
い
う
資
料
が
あ
る
。
〔
門
．
じ
σ
・
○
〔
二
二
m
』
〈
き
？

　
O
O
塁
諭
O
O
唱
ぴ
q
帥
霊
知
⑦
℃
Φ
ロ
σ
鑑
O
じ
コ
纈
①
で
制
δ
泪
誕
O
紮
『
O
↓
O
劇
峯
＝
瞬
肖
や
O
切
O
掴
㊦
頴
｝
田
口
箒
Φ
旨
≡
6
詠

　
○
開
（
ヨ
O
唱
げ
Ω
（
O
陣
　
8
月
蕾
隷
鵠
O
ご
露
0
6
同
8
障
　
℃
9
0
謡
。
ε
≡
．
セ
r
お
刈
《
　
O
↓
℃
．
一
〇
①
嚇

　
《
均
。
き
国
呂
。
豊
y
翼
ρ
段
・
（
く
・
㌶
）
〕
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．

⑳
　
○
㍉
｝
■
該
葺
き
炉
《
O
調
。
き
ω
o
切
盤
瞬
≡
ω
o
護
。
島
誉
望
尋
①
崔
暑
き
閑
δ
8
∩
0
9
｛
丁

　
噸
三
笛
》
〔
《
h
雪
。
工
巷
。
琶
V
窯
。
．
窃
膳
（
＜
畠
O
）
〕

㊥
．
も
っ
と
も
彼
は
別
の
ど
こ
ろ
で
、
土
地
委
員
会
が
各
地
方
で
全
土
地
を
登
録
し

　
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
お
く
提
案
を
し
て
い
る
。
∩
Φ
弄
三
鴛
き
・
3
噛
《
鵡
き

　
涌
①
塩
谷
n
。
。
2
嵩
①
上
記
。
賓
4
唱
。
泪
＝
卿
富
き
＝
o
『
o
O
o
α
腿
＝
三
角
》
．
〔
魯
、
唄
ω
田
↓
蓄
じ
ロ
0
8
0
？

　
Ω
嗣
晒
6
6
お
8
鴇
↓
舳
＝
（
一
）
悪
き
曽
Ω
畠
x
油
。
ξ
↓
｛
霧
農
y
客
ρ
メ
（
＜
・
一
e
〕

⑮
　
¢
．
「
蜜
℃
①
ζ
。
至
凹
し
嘩
8
唱
0
8
＝
ぎ
峯
二
則
ス
刃
。
屋
碧
。
【
（
馨
。
ビ
㊦
ω
h
＝
藩
遠
§
困
δ
≧
〒

　
暑
幹
《
』
r
。
H
9
≡
∩
ぴ
で
露
。
葭
。
ξ
≡
y
切
①
や
≧
八
日
O
悼
ω
．
深
恩
顧
押
。
も
．
お
b
。
．
な
お
、

　
ガ
イ
シ
ソ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
マ
ス
ロ
フ
が
大
会
で
再
自
発
的
に
た
っ
た
晴
、
突

　
然
彼
の
背
後
に
《
全
土
地
が
全
人
民
的
財
産
だ
と
即
時
宣
言
す
る
こ
と
を
要
求
す

　
る
》
と
い
う
旗
が
も
ち
だ
さ
れ
た
と
い
う
。
〔
三
■
「
良
O
｝
田
突
＝
鍵
切
O
写
密
O
O
き
日
？

　
ロ
凄
露
6
切
毬
閑
需
。
亭
義
∩
↓
じ
コ
。
じ
。
お
ミ
憎
二
藍
σ
6
9
0
0
2
蹄
。
誤
δ
6
♂
o
ω
レ
望
8
需
8
c
。

　
【
も
o
o
↓
甑
瓢
興
巽
油
睾
k
↓
m
8
切
．
三
こ
δ
G
。
Q
Q
・
q
や
Σ
〕

⑳
《
沁
。
き
蕾
唱
。
登
》
．
客
ρ
簿
（
＜
畠
㎝
）

⑳
《
貝
㊦
き
剛
漏
巷
。
誉
》
窯
ρ
G
。
G
。
（
＜
』
の
）

⑳
¢
「
巻
Φ
巴
芦
巽
鎚
∩
嘱
二
∩
↓
℃
」
㊤
膳
辱

⑳
《
員
雪
。
蕃
唱
。
皆
》
累
。
．
0
。
。
（
〈
・
N
①
）

⑳
食
ゆ
き
工
巷
。
岩
》
累
ρ
㎝
。
。
（
＜
・
b
。
①
）
…
O
。
器
量
噂
↓
」
』
巳
押
∩
↓
P
置
①
～
。
。
9

⑳
9
圃
■
O
』
．
ま
。
一
員
①
c
・
㊤
”
∩
。
・
・
。
↓
ぴ
＝
も
Φ
臼
罠
莫
巽
掬
・
属
舞
。
・
。
自
・
δ
ミ
『
二

　
三
二
．
お
①
メ
。
↓
や
■
の
ω
～
①
ご
エ
■
〉
」
（
B
弓
蔓
お
ヨ
働
0
8
8
0
開
需
∩
誤
過
重
8
①
掴
虫
7

　
》
器
田
お
切
唱
o
n
Ω
簑
遷
剛
（
塁
k
霧
O
竃
論
α
召
．
三
二
お
謡
、
o
↓
℃
．
一
ω
α
～
O

⑫
　
《
鼠
ω
胃
自
蓄
匂
コ
8
唱
o
o
o
＝
賊
胃
閑
0
3
0
0
q
5
⑦
西
川
台
Φ
領
脚
＝
o
開
自
譲
知
の
昌
露
↓
o
切
》
賭
ρ

　
メ
（
＜
」
①
）

⑭
　
［
【
［
∩
♂
①
ω
沖
0
6
■
N
膳
Q
。
～
謹
S
ト
ゆ
窃
画
鱒
窃
8
な
お
、
翫
兄
の
図
会
経
済
政
策
一
般
に

　
開
す
る
プ
リ
レ
ジ
ャ
エ
フ
罫
｝
コ
℃
嗣
§
Φ
㌶
二
。
畠
の
報
告
の
論
旨
も
概
ね
同
じ
で

　
あ
る
。
〔
9
凶
■
≡
o
需
舞
・
n
壱
■
㎝
ρ
綬
～
綬
〕

⑭
冒
7
ご
宍
ρ
。
弓
■
註
b
。
．

㊧
　
↓
震
。
護
襲
P
q
P
戯
。
。
ρ
〔
℃
①
ω
o
謡
。
ξ
蟄
翻
。
亀
窟
℃
畿
9
蔓
＝
9
一
［
…
階
区
①
〕

⑱
　
↓
自
ン
幽
美
ρ
∩
壱
■
愈
G
◎
．

⑳
ぎ
竃
葵
ρ
o
弓
．
島
◎
。
～
膳
。
。
押
劇
ω
軽
マ
買
戻
金
の
問
題
で
党
内
に
動
揺
が
あ
っ
た
こ
．

　
と
は
購
実
で
、
例
え
ば
、
第
二
回
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
会
議
で
左
派
の
ト
ゥ
ル
ト
ァ

　
ス
キ
…
¢
」
」
（
．
↓
逗
↓
o
。
」
o
｝
ハ
惹
が
《
い
か
な
る
買
戻
金
も
な
い
没
収
》
を
要
求
し

　
た
隣
、
ブ
イ
ホ
フ
ス
キ
…
は
《
今
我
々
は
買
戻
金
を
否
定
す
る
立
場
に
た
っ
て
い

　
る
。
…
…
も
し
買
戻
金
の
否
定
が
農
民
の
多
数
派
と
少
数
派
の
間
に
斬
合
い
を
お
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臨時政府期におけるエスエルの農業政策についての一考察（一色）

　
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
み
な
せ
ば
、
我
々
は
多
分
譲
歩
も
し
よ
う
》
と
述
べ
て
お

　
り
、
こ
の
会
議
の
決
議
中
に
も
《
無
償
》
と
い
う
句
は
な
い
。
〔
《
員
の
き
＝
巷
。
彊
》

　
累
ρ
b
。
画
’
（
H
く
・
霊
）
〕

⑳
　
例
え
ば
代
議
員
グ
リ
バ
ノ
ブ
門
窯
α
鎚
呂
に
対
す
る
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
の
圏
答
を

　
み
よ
。
〔
開
鎧
∩
♂
8
き
自
ワ
◎
◎
蒔
．
H
O
O
〕

⑳
≡
。
♂
㊥
鎧
層
∩
超
b
。
無
〔
騨
【
図
畠
。
［
（
＝
晒
9
お
ω
・
〔
∩
』
凸
ヨ
蓉
菌
呂

⑩
冒
，
；
（
ρ
。
↓
O
．
盆
ρ
〔
ω
き
9
呂

◎
　
ゴ
＝
v
置
P
o
壱
・
N
澄
．

⑫
ご
≧
莱
ρ
自
℃
梱
お
H
～
b
。
．
こ
の
発
言
を
し
た
ザ
ー
ク
ω
巽
は
更
に
、
農
業
決

　
議
作
成
委
員
会
が
内
部
の
意
見
対
立
か
ら
空
中
分
解
し
た
こ
と
を
暴
露
し
た
。
彼

　
は
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
な
決
議
案
作
成
に
は
参
加
せ
ず
、
そ
れ
に

　
は
無
関
係
だ
と
公
言
し
た
。
〔
↓
窪
美
ρ
臼
ワ
蒔
巽
～
盆
ω
〕

⑬
　
発
言
者
は
、
　
プ
ロ
シ
ヤ
ン
コ
℃
o
田
げ
津
開
と
ウ
チ
チ
ノ
フ
望
零
養
。
甲
〔
《
知
。
き

　
蕃
や
。
富
》
翼
9
誘
（
く
●
N
蒔
）
〕

⑭
≡
。
♂
①
郵
∩
超
ω
。
。
ド
〔
厳
。
関
霞
⑦
湊
。
〕

⑯
大
会
は
、
こ
の
問
題
の
詳
細
な
検
討
を
次
の
党
拡
大
協
議
会
ま
で
延
期
し
た
。

　
篇
薯
》
閑
ρ
。
↓
や
愈
⑦
～
昌
だ
が
、
そ
こ
で
も
十
分
な
検
討
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
・

　
た
。
　
〔
《
沁
O
き
一
，
寳
℃
O
誉
》
茗
ρ
累
ρ
一
b
o
H
（
＜
H
H
H
・
◎
◎
）
讐
お
N
（
＜
昌
H
・
り
）
這
ω

　
（
＜
嵩
H
溝
O
）
噛
這
心
（
＜
凝
・
崇
）
〕

⑯
ヨ
∩
器
ω
塑
∩
も
9
ミ
㊤
・
〔
℃
㊦
ω
。
暮
ξ
ヨ
。
む
轟
雲
南
臣
。
謬
留
筆
。
。
唱
剛
↓
2
ぴ
∩
↓
。
・
㊦
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
連
立
政
府
と
エ
ス
エ
ル
の
農
業
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
エ
ス
エ
ル
は
五
月
初
に
生
れ
た
い
わ
ゆ
る
第
一
次
連
立
政
府
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
代
表
と
い
う
形
で
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ケ
レ
ン
ス
キ
ー
跨
・
臼
豹
。
娼
雷
舅
肖
詠
を
送
り
込
み
、
政
府
に
対
し
そ
の
与
党
的
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
連
立
形
成
の
際
、
当
時

の
党
の
中
心
的
組
織
が
、
全
土
地
の
勤
労
者
の
手
中
へ
の
移
行
を
準
備
す
べ
き
一
連
の
方
策
、
断
固
と
し
た
農
業
政
策
を
政
府
が
採
用
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
を
彼
ら
の
同
志
の
入
閣
条
件
の
一
つ
に
あ
げ
て
い
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
エ
ス
エ
ル
中
央
は
こ
れ
を
政
府
を
通
じ
自
党
の
政
策
を
実

現
す
る
契
機
と
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
は
、
カ
デ
ッ
ト
の
シ
ン
ガ
リ
ョ
フ
跨
・
類
・
臼
屠
田
導
℃
窃
の
後
を
継
ぎ
農
相
の
職
に
つ
く
と
、
す
ぐ
さ
ま
自
ら
の
プ
ラ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

従
い
農
務
省
の
活
動
を
積
極
的
に
指
揮
し
は
じ
め
た
。
五
月
十
三
日
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
・
ソ
ヴ
ェ
ト
で
は
、
彼
は
自
分
の
プ
ラ
ン
を
当
面
、
第

一
に
、
次
官
の
ヴ
ィ
ブ
リ
ャ
エ
フ
麟
ロ
⇔
■
国
更
講
中
（
エ
ス
エ
ル
）
を
主
任
に
し
て
、
土
地
調
査
な
ど
土
地
問
題
の
全
面
的
解
決
の
た
め
に
制
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憲
議
会
に
提
出
さ
れ
る
農
業
法
作
成
の
準
備
作
業
を
行
な
う
こ
と
。
第
二
に
、
郷
ゼ
ム
ス
ト
ボ
を
手
初
め
に
地
方
自
治
改
革
の
た
め
の
立
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

行
な
い
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
土
地
委
員
会
を
形
成
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
土
地
取
引
に
関
す
る
立
法
を
行
な
う
こ
と
、
だ
と
説
窮
し
て
い
る
。

と
も
か
く
、
彼
が
こ
の
方
向
で
活
動
を
始
め
、
同
時
に
、
先
述
し
た
全
国
農
民
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
中
で
、
五
月
一
九
扇
に
は
、
先
の
政

府
決
定
で
農
網
の
諮
問
機
関
的
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
中
央
土
地
委
員
会
の
第
一
回
定
例
会
議
が
開
か
れ
た
。
規
約
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
、
農

相
、
次
官
、
政
府
任
命
の
議
長
及
び
二
五
人
遅
委
員
、
事
務
主
任
を
中
心
に
、
全
て
の
県
土
地
委
員
会
代
表
、
農
民
組
合
、
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
、

国
会
臨
時
委
員
会
、
労
兵
ソ
ヴ
ェ
ト
、
協
同
組
合
、
更
に
は
十
月
半
よ
り
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
至
る
一
一
の
政
党
、
科
学
経
済
団
体
の
代
表
な

　
　
　
　
　
　
　
⑥

ど
か
ら
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
前
内
閣
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
者
の
多
く
は
、
エ
ス
エ
ル
流
に
い
え
ぼ
、
　
《
土
地
を
勤
労
人
民
に
》
《
土
地
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

化
》
と
い
う
主
張
に
は
縁
の
な
い
人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
県
土
地
委
員
会
は
ま
だ
創
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
会

議
で
は
ま
だ
エ
ス
エ
ル
は
多
数
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
会
議
で
も
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
は
、
一
方
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
代
表

の
ス
ミ
ル
が
麟
・
8
・
9
濁
葛
瀞
の
地
主
地
の
組
織
的
略
奪
と
い
う
主
張
に
激
し
く
反
論
し
な
が
ら
も
、
土
地
の
臨
時
の
利
用
の
問
題
が
政
府
や

中
央
土
地
委
員
会
に
よ
り
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
会
議
は
五
月
二
十
日
に
は
、
彼
も
参
伽
し
て
、

《
未
来
の
土
地
改
革
の
基
礎
に
、
全
て
の
農
用
地
が
勤
労
人
民
の
利
用
に
移
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
》
が
置
か
れ
、
　
《
土
地
改
革
の

よ
り
よ
き
準
備
、
ま
た
土
地
関
係
面
で
の
秩
序
と
平
穏
の
維
持
の
た
め
に
、
法
の
定
め
る
範
囲
で
、
地
方
に
お
け
る
土
地
事
業
の
管
理
が
地
方

土
地
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
》
と
い
う
内
容
の
、
不
十
分
と
は
い
え
原
則
的
に
は
彼
の
意
向
に
そ
っ
た
宣
雷
を
採
択
し
た
。
更
に
、

常
設
機
関
と
し
て
中
央
土
地
委
員
会
評
議
会
〔
以
下
、
中
央
土
地
評
議
会
と
略
す
〕
を
創
設
し
、
そ
れ
に
、
土
地
取
引
、
借
地
関
係
を
調
整
し
、

草
刈
地
、
山
林
、
家
畜
用
通
路
、
放
牧
地
の
利
用
法
を
定
め
た
臨
時
規
則
を
盛
相
を
通
じ
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
な
ど
を
委
任
し
た
の
で
あ
っ

⑨た
。
全
ロ
シ
ア
農
民
大
会
が
、
エ
ス
ェ
ル
の
主
張
を
軸
に
、
全
土
地
の
土
地
委
員
会
へ
の
移
管
と
い
う
要
求
を
盛
込
ん
だ
決
議
を
採
択
し
た
の

は
、
こ
の
数
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
五
月
末
に
は
、
中
央
土
地
委
員
会
と
全
ロ
シ
ア
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

中
央
に
お
け
る
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
ら
の
活
動
の
た
め
の
舞
台
装
置
が
一
応
整
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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続
い
て
、
彼
の
活
動
を
具
体
的
に
み
て
ゆ
く
。
た
だ
し
、
彼
の
プ
ラ
ン
で
三
番
目
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
土
地
取
引
の
問
題
な
ど
、
前
章
で
み

て
き
た
農
業
面
で
の
経
過
措
置
の
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
六
月
宋
ま
で
に
彼
が
、
全
ロ
シ
ア
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
か
ら
の
補
充
で
エ
ス
エ
ル
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
中
央
土
地
評
議
会
と
接
触
を

保
ち
な
が
ら
用
意
し
た
法
案
は
十
余
り
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
土
地
取
引
禁
止
や
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
法
廃
止
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
干
草
、

飼
料
、
収
穫
、
山
林
、
漁
業
、
家
畜
等
に
関
す
る
一
連
の
法
案
、
更
に
は
、
土
地
や
借
地
関
係
の
調
整
の
た
め
の
規
則
、
地
方
土
地
委
員
会
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

業
転
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
法
の
凝
結
は
、
五
月
末
に
は
中
央
土
地
評
議
会
が
土
地
整
理
委
員
会
の
廃
止
を
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

優
し
、
政
府
内
に
も
目
立
っ
た
異
論
は
な
く
、
，
六
月
末
に
は
こ
の
問
題
は
一
応
解
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
、
直
接
に
地
主
た
ち
の
私
権
に

関
係
す
る
問
題
で
は
、
事
は
そ
う
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。

　
地
主
た
ち
の
食
い
逃
げ
を
恐
れ
た
農
民
た
ち
は
、
地
主
た
ち
の
土
地
取
引
に
対
し
激
し
い
反
感
を
い
だ
い
て
お
り
、
取
引
の
噂
が
農
民
の

《
破
壊
的
》
行
動
の
引
金
と
な
り
え
た
。
そ
ん
な
状
況
を
前
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
ブ
ら
は
土
地
取
引
の
問
題
の
解
決
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
法
相
ペ
レ
ヴ
ェ
ル
ゼ
フ
頃
・
国
・
目
。
娼
Φ
零
鴇
露
が
ま
ず
臨
時
措
鷹
と
し
て
、
五
月
十
七
日
に
全
国
の
公
証
人
に
土
地
取
引
手
続
の

　
　
　
　
　
　
　
⑬

一
時
停
止
を
指
令
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
は
、
五
月
二
十
四
日
に
は
全
ロ
シ
ア
農
民
大
会
で
、
数
β
後
に
は
党
大
会
で
、
こ
の
措
置
に
ふ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

土
地
取
引
禁
止
法
案
は
、
そ
の
最
終
的
成
立
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
だ
が
必
ず
成
立
さ
せ
る
と
約
束
し
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
は
、
法
桐
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

政
府
内
反
対
派
の
圧
力
で
指
令
を
撤
回
し
た
、
と
の
噂
も
流
れ
た
。
政
府
内
で
は
、
地
方
の
土
地
委
員
会
等
の
活
動
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
現

行
の
、
つ
ま
り
臨
時
政
府
に
よ
り
撤
廃
さ
れ
て
い
な
い
旧
来
の
法
律
や
政
府
の
決
定
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
地
主
の
権
利
を
制
限
す
る
地
方
の
諸

機
関
の
全
て
の
決
定
が
、
不
法
か
つ
無
効
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
リ
ヴ
ォ
フ
公
づ
国
・
目
鴇
。
頃
と
、
そ
の
よ
う
な
決
定
が
な
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
の
は
、
政
府
の
無
策
が
原
因
で
あ
る
と
主
張
す
る
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
と
の
対
立
が
激
化
し
て
お
り
、
土
地
取
引
法
を
は
じ
め
、
他
の
農
業
法
案

の
未
来
に
も
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
土
地
取
引
の
問
題
は
、
な
か
な
か
片
付
か
ず
、
そ
の
間
、
六
月
二
十
三
日
に
法
網
は

先
の
指
令
を
撤
回
し
て
し
ま
い
、
ま
た
も
や
振
出
し
に
戻
っ
た
感
が
あ
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
！
フ
が
提
出
し
た
法
案
の
審
議
も
結
局
延
期
さ
れ
、
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⑰

七
月
な
か
ば
ま
で
法
案
は
採
択
さ
れ
ず
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
エ
ス
エ
ル
の
主
張
し
た
土
地
の
土
地
委
員
会
へ
の
移
管
の
問
題
に
主
に
関
係
が
あ
っ
た
の
は
土
地
関
係
調
整
規
則
で
あ
っ
た
。
当
時

の
案
は
、
土
地
委
員
会
が
、
農
用
地
の
最
良
の
利
用
の
た
め
に
土
地
関
係
の
調
整
に
努
め
、
郷
土
地
委
員
会
が
そ
の
管
内
の
、
所
有
者
に
よ
り

貸
出
さ
れ
た
か
貸
出
さ
れ
て
い
る
土
地
、
実
質
的
に
地
方
住
民
の
利
用
下
に
入
っ
た
土
地
、
あ
る
い
は
耕
作
さ
れ
る
ま
ま
に
な
る
で
あ
ろ
う
土

地
を
確
定
し
、
そ
の
適
正
な
利
用
方
法
・
条
件
を
決
定
し
、
ま
た
、
そ
の
条
件
を
従
前
の
借
地
協
定
に
も
適
用
し
う
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
状
勢
下
で
は
、
こ
れ
も
当
分
陽
の
目
を
見
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
七
月
初
頭
ま
で
に
政
府
が
採
択
し
た
法
案
は
、
農
業
関
係
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
が
意
図
し
た
も
の
の
う
ち
、
土
地
整
理
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

員
会
の
廃
止
、
良
種
家
畜
に
関
す
る
も
の
、
漁
業
に
関
す
る
も
の
の
一
部
だ
け
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
ら
中
央
の
エ
ス
エ
ル
た
ち
は
、
農

民
に
約
束
し
た
も
の
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
地
方
で
次
第
に
形
成
さ
れ
活
動
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
土
地
委
員
会
を
、
政

府
決
定
に
よ
り
必
要
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ぬ
ま
ま
、
放
置
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

工14，．　（746）

（二）

　
こ
の
間
農
村
部
に
お
い
て
、
革
命
は
着
実
に
進
行
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
二
月
末
以
後
、
ロ
シ
ア
の
農
村
部
で
は
、
旧
来
の
共
同
体

的
な
ス
ホ
ー
ト
な
ど
に
依
拠
し
な
が
ら
、
郷
執
行
委
員
会
や
村
委
員
会
な
ど
、
様
々
の
名
称
を
も
つ
濃
民
の
組
織
が
生
れ
、
そ
れ
ら
は
中
央
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

力
か
ら
は
か
な
り
自
立
的
な
自
治
的
執
行
機
関
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
た
。
臨
時
政
府
は
、
そ
れ
ら
を
、
政
府
の
権
力
機
構
の
中
に
組
込
も
う

と
す
る
と
同
時
に
、
三
月
末
に
は
食
糧
委
員
会
を
、
四
月
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
土
地
委
員
会
を
創
設
す
る
こ
と
を
決
め
、
そ
れ
ら
に
地
方
の

食
糧
・
土
地
問
題
を
管
掌
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
土
地
委
員
会
機
梅
の
中
で
、
農
民
に
最
も
近
い
存
在
で
あ
り
、
構
成
面
か
ら
も
最
も
民
主
的
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
郷
土
地
委
員
会
は
、
政
府
規
約
で
は
必
ず
し
も
組
織
さ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
現
実
に
は
多
く
の
所
で
、
と
り

わ
け
土
地
問
題
が
厳
し
か
っ
た
所
で
そ
れ
ら
は
急
速
に
組
織
さ
れ
、
郷
執
行
委
員
会
な
ど
の
場
合
と
同
じ
く
、
次
第
に
極
め
て
純
農
民
的
な
購
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成
の
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
多
く
が
自
ら
地
主
で
あ
っ
た
政
府
コ
ミ
サ
ル
た
ち
の
妨
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
着
実
に
組
織

化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
郡
や
県
の
土
地
委
員
会
の
場
合
も
、
政
府
規
約
で
は
地
方
の
ソ
ヴ
ェ
ト
と
は
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
後
者
は
土
地
委
員

会
へ
の
代
表
権
を
与
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
現
実
に
は
地
方
ソ
ヴ
ェ
ト
と
く
に
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
が
、
政
府
コ
ミ
サ
ル
な
ど
と
摩
擦
を
ひ

き
お
こ
し
な
が
ら
、
自
ら
の
代
表
〔
主
体
は
や
は
り
エ
ス
エ
ル
で
あ
ろ
う
〕
を
送
り
込
み
、
土
地
委
員
会
内
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
県
・
稲
土
地
委
員
会
が
、
原
則
的
に
は
現
行
法
の
厳
守
を
命
じ
た
政
府
コ
ミ
サ
ル
た
ち
と
、
農
民
大
会
や
ソ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

エ
ト
の
決
定
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
農
民
の
要
求
の
間
を
動
揺
し
な
が
ら
も
、
後
者
，
の
立
場
に
た
っ
た
決
定
を
し
た
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ふ
つ
う
農
民
に
と
り
最
も
望
ま
し
い
事
が
書
か
れ
て
い
る
新
聞
と
か
政
党
の
決
議
な
ど
の
文
章
が
最
も
正
し
い

法
律
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
、
と
伝
え
ら
れ
た
農
村
に
お
い
て
、
地
方
の
農
民
大
会
や
ソ
ヴ
ェ
ト
の
決
定
、
ま
た
五
月
末
の
全
質
シ
ア
農
畏

大
会
の
決
定
、
更
に
は
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
ら
が
公
に
し
た
諸
農
業
法
案
を
指
針
と
し
、
地
方
の
土
地
委
員
会
、
と
り
わ
け
郷
土
地
委
員
会
〔
未
組

織
な
ら
ば
郷
執
行
委
員
会
な
ど
〕
が
活
発
に
活
動
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
地
主
と
農
畏
の
自
主
協
定
の
形
を
と
っ
た
り
、
未
播
種
地
の
利
用
に

つ
い
て
規
定
し
た
政
府
決
定
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
　
中
央
政
府
か
ら
然
る
べ
き
法
律
、
権
限
を
与
え
ら
れ
ず
に
撃
発
的
に
、
そ
れ
ゆ
え
当
然

し
ば
し
ば
現
行
法
規
の
枠
を
逸
脱
し
て
、
借
地
関
係
の
調
整
、
耕
地
等
の
農
民
の
利
用
へ
の
移
行
、
草
地
の
刈
取
、
山
林
の
保
全
等
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
方
土
地
委
員
会
等
の
自
発
的
活
動
が
、
政
府
内
で
激
し
い
対
立
を
よ
び
お
こ
す
原
因
と

な
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
現
地
で
も
、
こ
れ
ら
の
《
違
法
》
行
為
に
対
し
、
政
府
コ
ミ
サ
ル
た
ち
が
反
撃
を
加
え
た
ば
か
り
か
、
七
月

八
日
付
の
コ
ル
ニ
一
山
フ
肩
・
り
開
○
℃
踏
車
。
ヒ
d
将
軍
の
命
令
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
軍
部
自
ら
が
直
接
的
に
介
入
す
る
と
い
う
事
態
が
生
れ
て

、
幡
．

し
ナ

　
一
方
で
、
地
方
に
お
け
る
状
況
が
こ
の
よ
う
に
緊
張
の
度
を
加
え
、
他
方
、
政
府
が
農
業
問
題
で
の
厳
し
い
内
部
対
立
を
か
か
え
然
る
べ
き

法
律
を
採
択
せ
ず
に
い
る
と
い
う
状
態
の
中
で
、
七
月
初
頭
に
中
央
土
地
委
員
会
第
二
回
定
例
会
議
が
朋
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
れ
に
は
前
回
と
は
ち
が
い
、
・
県
土
地
委
員
会
の
代
表
が
三
十
五
人
参
加
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
現
状
を
報
告
し
な
が
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ら
、
彼
ら
が
、
委
員
会
の
権
威
を
失
わ
ぬ
た
め
に
土
地
委
の
構
成
の
変
更
を
は
じ
め
と
し
て
違
法
を
承
知
で
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
諸
々
の

方
策
に
つ
い
て
語
り
、
異
口
同
音
に
、
土
地
管
理
の
権
限
、
土
地
関
係
調
整
の
権
限
が
地
方
土
地
委
員
会
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と

と
し
て
要
求
し
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
の
み
、
農
村
内
に
混
乱
が
起
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
確
信
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
こ
の
会
議
で
発
言
し
た
チ
ェ
ル
ノ
！
フ
ら
エ
ス
エ
ル
指
導
者
た
ち
の
判
断
も
概
ね
一
致
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
、
彼
ら
の
場
合
、
政
府
当
事
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
逆
に
中
央
土
地
委
員
会
が
、
土
地
取
引
禁
止
や
土
地
関
係
調
整
に
関
す
る
重

要
法
案
を
政
府
が
採
択
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
内
の
彼
ら
の
立
場
を
強
化
し
て
く
れ
る
よ
う
要
請
す
る
ほ
か
に
は
術
は

な
か
っ
た
。
一
地
方
代
蓑
が
、
土
地
関
係
調
整
規
則
案
の
内
容
に
不
満
の
意
を
表
臆
し
た
時
も
、
彼
ら
は
そ
の
不
完
全
さ
を
認
め
な
が
ら
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

政
府
の
構
成
の
問
題
な
ど
を
あ
げ
て
釈
明
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
も
か
く
、
中
央
土
地
委
員
会
第
二
回
定
例
会
議
は
そ
の
最
終
日
に
、
地
方
に
お
け
る
農
民
の
志
向
が
尤
も
な
も
の
で
あ
り
、
土
地
委
員
会

に
土
地
関
係
を
調
整
す
る
大
き
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
。
そ
し
て
全
て
の
土
地
を
即
時
土
地
委
員
会
の
管
理
下
に
お

き
、
勤
労
農
罵
の
、
ま
た
全
国
家
的
な
利
益
と
な
る
よ
う
、
そ
れ
ら
の
適
正
な
利
用
の
た
め
の
方
策
を
と
る
権
限
を
土
地
委
員
会
に
与
え
る
命

令
を
出
せ
と
政
府
に
要
求
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
同
時
に
、
農
業
用
地
・
山
林
・
水
系
の
土
地
委
員
会
に
よ
る
管
理
、
土
地
委
員
会
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
民
主
化
等
の
条
項
を
含
め
る
方
向
で
、
土
地
委
員
会
規
約
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

中
央
の
エ
ス
ェ
ル
指
導
者
た
ち
に
と
っ
て
も
こ
れ
ら
の
決
定
の
内
容
に
原
則
的
に
は
異
存
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
す
で
に
問
題
は
、
彼
ら

が
政
府
に
こ
れ
ら
の
施
策
を
と
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
だ
け
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
蝉
騒
罵
ソ
ヴ
ェ
ト
代
表
者
会
議
で
は
、
ブ
イ
ホ
フ
ス
キ
ー
が
、
今
や
《
問
題
は
、
中
央
土
地
委
で
作
成
さ
れ
た

諸
法
案
が
早
急
に
臨
時
政
府
を
通
過
す
る
こ
と
に
の
み
あ
る
》
の
だ
と
地
方
代
表
た
ち
に
説
明
し
了
解
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
際
、
地
方
代
表

の
多
く
が
法
案
の
早
急
の
成
立
の
必
要
性
を
当
然
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
あ
る
者
は
そ
れ
ら
の
実
現
を
疑
問
視
し
、
人
民
の
不
満
の
爆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

発
を
予
想
し
、
ま
た
あ
る
者
は
立
法
の
遅
れ
に
対
す
る
農
民
執
行
委
員
会
の
責
任
を
鋭
く
追
及
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
七
月
十
二
日
に
は
、
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農
民
執
行
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
地
方
ソ
ヴ
ェ
ト
代
表
の
参
加
を
え
て
、
　
《
臨
時
政
府
内
の
我
々
の
同
志
一
社
会
主
義
老
た
ち
に
…
…
全
ロ
シ
ア

農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
の
諸
決
定
、
中
央
土
地
委
員
会
第
二
圓
定
例
会
議
の
諸
決
定
に
示
さ
れ
た
全
て
の
方
策
の
精
力
的
か
つ
即
座
の
実
現
を
期
待
す

る
》
と
い
う
決
議
を
行
な
っ
た
。
更
に
、
地
方
代
表
の
要
求
で
、
内
相
に
対
し
、
土
地
委
員
会
執
行
委
員
会
等
の
組
織
や
大
会
の
構
成
員
に
対

し
、
そ
の
土
地
・
農
業
関
係
で
の
活
動
や
決
定
へ
の
珊
事
責
任
を
問
う
と
い
う
命
令
の
即
時
撤
回
を
要
求
す
る
決
定
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
立
場
こ
そ
ち
が
え
、
中
央
土
地
委
員
会
の
み
な
ら
ず
農
民
執
行
委
員
会
も
地
方
の
声
を
背
景
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
ら
に
対
し
、

彼
ら
が
約
束
し
た
諸
方
策
の
即
時
実
現
を
め
ざ
し
一
層
努
力
す
る
よ
う
釘
を
挿
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
に
よ
れ
ば
、
土
地
取
引
法
案
、
干
草
独
占
法
案
な
ど
が
ダ
モ
ク
レ
ス
の
剣
の
よ
う
に
そ
の
上
に
ぶ
ら
下
っ
て
い
た
第
一
次
連

立
政
府
か
ら
、
カ
デ
ッ
ト
た
ち
に
続
い
て
、
七
月
八
日
に
は
リ
ヴ
ォ
フ
公
が
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
に
後
事
を
託
し
て
去
り
、
一
時
的
に
せ
よ
社
会
主

義
考
多
数
の
政
府
が
生
れ
た
。
し
か
し
こ
の
政
府
は
、
農
業
問
題
で
は
、
七
月
十
二
日
に
懸
案
の
一
つ
で
あ
っ
た
土
地
取
引
禁
止
法
案
を
、
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

レ
ン
ス
キ
ー
ら
の
主
張
で
取
引
の
許
可
制
に
変
更
し
て
採
択
し
た
だ
け
で
、
先
の
農
民
執
行
委
員
会
で
の
ブ
イ
ホ
フ
ス
キ
ー
の
約
束
－
農
村

は
そ
れ
が
待
っ
て
い
た
も
の
全
て
を
手
に
入
れ
る
の
に
多
分
一
週
間
は
か
か
ら
な
い
一
を
は
た
し
は
し
な
か
っ
た
。
土
地
委
員
会
の
構
成
や

権
限
を
実
情
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
、
申
央
土
地
評
議
会
が
先
の
第
二
圓
定
例
会
議
で
決
め
ら
れ
た
原
由
に
も
と
づ
き
、
七
月
十
六
日
に
新
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

委
員
会
規
約
案
を
つ
く
り
あ
げ
た
が
、
結
局
そ
れ
は
政
府
の
承
認
を
え
ら
れ
ず
、
土
地
関
係
調
整
法
も
た
な
ざ
ら
し
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
　
地
方
の
状
況
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
軍
部
の
農
民
運
動
へ
の
介
入
な
ど
ま
す
ま
す
緊
張
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
っ
た
。
　
チ
ェ

ル
ノ
ー
フ
ら
と
し
て
も
、
地
方
の
土
地
委
員
会
等
を
見
殺
し
に
す
る
一
そ
れ
は
こ
の
年
の
エ
ス
エ
ル
の
方
針
の
根
本
的
な
破
綻
を
意
味
し
た

一
1
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
然
る
べ
き
法
律
の
欠
如
を
補
お
う
と
し
て
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
は
〔
実
際
に
は
次
官
の
ラ
キ
！
ト
ニ
コ
フ
が
〕
自
ら

の
権
限
で
地
方
土
地
委
員
会
へ
の
指
令
を
出
し
た
。
七
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
要
約
す
れ
ば
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次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
r
　
　
　
“

　
農
業
労
働
力
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
軍
捕
虜
の
配
分
は
、
土
地
委
員
会
で
な
く
食
糧
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
。
耕
地
に
つ
い
て
は
、
．
所

有
者
が
耕
作
し
え
ず
播
種
し
え
な
い
全
て
の
耕
地
を
、
地
方
食
糧
機
関
が
登
録
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
耕
地
は
、
集
団
経
営
あ
る
い
は
農

民
の
耕
作
用
に
配
分
す
る
た
め
に
、
郷
土
地
委
員
会
の
管
理
下
に
入
る
。
借
地
料
は
、
郷
土
地
委
員
会
の
仲
介
で
所
有
者
と
借
地
人
の
虜
発
的

協
定
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
。
も
し
協
定
が
で
き
な
け
れ
ば
、
郡
委
員
会
が
決
定
で
き
る
。
住
民
が
所
有
者
へ
の
借
地
料
の
支
払
い
を
拒
否
す
る

場
合
に
は
、
郡
委
員
会
が
そ
れ
を
受
納
し
、
詳
論
を
控
除
し
て
所
有
者
に
支
払
う
。
草
刈
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
が
刈
取
れ
ぬ
分
に
限
り
、

土
地
委
員
会
の
仲
介
で
所
有
者
と
農
民
の
間
で
協
定
さ
れ
た
価
格
、
協
定
が
で
き
な
け
れ
ば
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
価
格
で
農
民
間
に
分
配
さ

れ
る
。
ま
た
所
有
者
が
取
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
穀
物
は
、
郷
食
糧
委
員
会
に
よ
り
収
穫
さ
れ
、
穀
粒
は
国
庫
に
一
定
の
価
格
で

収
め
ら
れ
、
経
費
等
を
控
除
し
た
残
金
は
所
有
者
の
も
の
と
な
る
。
所
有
者
が
穀
物
を
収
穫
す
る
の
を
、
い
か
な
る
場
合
も
妨
げ
て
は
な
ら
な

い
。
山
林
に
つ
い
て
は
、
土
地
委
員
会
は
濫
伐
な
ど
が
な
い
よ
う
監
視
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
そ
の
必
要
分
を
一
定
の
価
格
で
提
供
す
る
。

労
働
力
不
足
等
の
原
因
で
所
有
者
が
使
っ
て
い
な
い
役
畜
や
農
具
が
あ
れ
ば
、
土
地
委
員
会
は
食
糧
委
員
会
と
の
合
意
の
も
と
に
そ
れ
ら
を
登

録
し
、
不
足
し
て
い
る
者
に
賃
貸
し
う
る
。
集
約
経
営
体
、
曳
種
家
畜
、
資
重
な
栽
培
植
物
の
保
全
に
つ
と
め
る
。
等
々
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
は
少
し
後
に
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
指
令
の
内
容
は
、
中
央
土
地
委
員
会
第
二
回
定
例
会
議
で
採
択
さ
れ
た
諸
原
則
に
全
く
合

致
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
勿
論
、
こ
の
詣
令
が
現
行
法
の
枠
内
で
土
地
委
員
会
が
は
た
し
う
る
役
割
を
示
し
、

そ
れ
ら
の
活
動
に
一
定
の
根
拠
を
与
え
よ
う
と
し
た
こ
と
の
意
義
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
基
本
的
に
は
現
行
法
の
枠
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

内
で
考
え
ら
れ
、
土
地
委
員
会
に
、
国
家
的
利
益
を
第
一
に
念
頭
に
お
き
、
個
々
の
条
項
の
利
淵
薮
に
利
用
せ
ぬ
よ
う
要
求
し
て
い
る
こ
と
や
、

ま
た
個
々
の
条
項
の
規
定
も
、
現
実
に
地
方
で
進
行
し
て
い
た
事
態
ー
ー
例
え
ば
借
地
料
の
所
有
者
へ
の
支
払
い
拒
否
、
委
員
会
等
に
よ
る
保

管
等
1
！
か
ら
す
れ
ば
い
か
ほ
ど
も
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
む
し

ろ
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
ち
エ
ス
エ
ル
指
導
者
た
ち
の
方
針
の
微
温
的
性
格
を
裏
書
き
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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⑰

　
し
か
し
、
す
で
に
同
月
十
一
一
日
の
土
地
取
引
法
が
カ
デ
ヅ
ト
や
地
主
た
ち
か
ら
の
猛
烈
な
反
発
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
中
で
出
さ
れ
た
こ
の

指
令
が
、
人
民
社
会
党
員
た
ち
か
ら
す
ら
激
し
く
非
難
さ
れ
、
政
府
内
で
も
法
務
省
な
ど
か
ら
権
力
濫
用
と
の
非
難
を
よ
び
お
こ
し
た
こ
と
も

事
実
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
農
相
指
令
が
嵐
さ
れ
た
直
後
、
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
、
内
相
の
回
章
や
食
糧
稲
の
命
令
が
出
さ
れ
た
。
前
者

は
、
地
方
の
委
員
会
や
大
会
の
決
定
に
よ
り
土
地
改
革
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
土
地
略
奪
へ
の
呼
か
け
に
は
厳
格
に
法
を
適

用
す
る
な
ど
、
全
て
の
勝
手
な
活
勤
を
防
止
す
る
た
め
の
方
策
を
と
る
よ
う
地
方
コ
ミ
サ
ル
等
に
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
地
方
食

糧
委
員
会
に
住
民
に
介
し
地
主
た
ち
の
正
常
な
経
営
を
妨
害
す
る
不
法
行
為
を
犯
し
た
渚
は
損
害
賠
償
に
加
え
、
厳
し
い
法
的
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
を
虜
ら
か
に
す
る
よ
う
命
じ
、
食
糧
委
員
会
以
外
は
播
種
及
び
取
入
れ
の
問
題
を
あ
つ
か
う
権
限
が
な
い
、
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
っ

⑲た
。
い
ず
れ
も
、
刑
事
責
任
を
問
ヶ
と
の
威
嚇
に
よ
り
土
地
委
員
会
の
活
動
に
厳
し
い
規
鰯
を
加
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
実
質
的
に
農
相
指

令
の
効
果
を
大
幅
に
減
殺
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
指
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
当
時
の
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
ら
エ
ス
テ

ル
首
脳
の
立
場
の
限
界
性
を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
和

　
こ
う
し
て
、
法
律
の
欠
如
を
補
う
は
ず
の
農
縮
指
令
も
、
結
局
は
余
り
有
効
で
な
か
っ
た
。
七
月
下
旬
新
た
に
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
を
中
心
に
農

桐
に
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
、
内
相
に
全
ロ
シ
ア
農
民
執
行
委
議
長
で
同
じ
く
エ
ス
エ
ル
、
た
だ
し
か
な
り
右
派
的
立
場
の
ア
フ
ク
セ
ン
チ
ェ
フ
鵠
・

尊
b
ご
5
零
露
誤
霧
が
加
わ
っ
た
連
立
政
府
が
生
れ
た
も
の
の
、
や
は
り
事
態
が
好
転
す
る
徴
候
ば
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
地
方
の
内
務
・
法

務
関
係
の
権
力
は
、
エ
ス
エ
ル
党
機
関
紙
の
幅
記
事
が
伝
え
る
よ
う
に
、
旧
来
の
土
地
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
り
、
そ
う

し
ょ
う
と
す
れ
ば
住
民
に
よ
り
罷
免
さ
れ
る
だ
け
と
い
う
状
況
に
土
地
委
員
会
が
お
か
れ
、
例
の
内
争
の
回
章
が
農
村
内
に
将
来
へ
の
危
催
だ

け
で
な
く
、
不
当
な
侮
辱
を
受
け
た
と
い
う
回
章
を
生
み
だ
し
て
い
た
中
で
、
土
地
委
員
会
・
食
糧
委
員
会
・
郷
委
員
会
等
の
《
違
法
》
決
定

を
弁
解
さ
せ
た
り
、
　
《
権
力
濫
用
》
　
《
専
断
的
行
為
》
の
廉
で
そ
れ
ら
の
構
成
員
、
さ
ら
に
は
組
織
全
体
の
逮
捕
・
告
発
を
強
力
に
お
し
す
す

め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
大
き
な
被
害
を
う
け
た
の
が
、
率
先
し
て
農
業
問
題
の
処
理
に
あ
た
っ
た
郷
土
地
委
員
会
な
ど
下
級
農
村

　
　
　
　
　
⑪

組
織
で
あ
っ
た
。
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五
月
以
降
連
立
政
策
を
と
り
続
け
て
き
た
エ
ス
エ
ル
指
導
者
た
ち
の
方
針
の
行
詰
り
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
第
二
次
連
立
政
府
が
生
れ
る
前

の
一
品
期
、
反
対
者
た
ち
の
攻
撃
に
よ
り
職
を
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
が
離
れ
た
時
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
方
住
罠
た
ち
の
彼
へ
の
信
頼
は
な
お
大

き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
農
柑
内
で
逮
捕
告
発
が
相
次
ぎ
、
エ
ス
エ
ル
党
員
た
ち
が
土
地
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
投
獄
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
噂
す
ら
流
れ
る
中
で
、
大
衆
内
に
エ
ス
エ
ル
た
ち
へ
の
不
満
の
感
情
が
次
第
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
党
内
で
も
、
一
部

地
方
で
は
ソ
ヴ
ェ
ト
等
の
機
関
を
通
じ
以
前
か
ら
農
民
運
動
に
大
き
な
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
左
派
の
人
々
の
力
が
一
層
強
力
に
な
り
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

業
問
題
を
含
め
主
流
派
の
人
々
の
政
策
へ
の
批
判
を
強
め
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
八
月
初
旬
に
開
か
れ
た
第
七
剣
党
拡
大
評
議
会
で
、
彼
ら

の
決
議
案
が
代
議
員
の
約
四
十
％
の
支
持
を
え
た
こ
と
に
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
会
議
の
主
要
な
争
点
は
農
業
問
題
に
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
主
流
派
が
そ
の
決
議
案
で
、
現
連
立
政
府
が
、
　
《
党
綱
領
の
方
向
で
農
村
内
の
社
会
関
係
を
調
整
す
る
土
地
諸
法
》
を
、

即
時
公
布
し
実
施
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、
左
派
は
は
っ
き
り
と
、
労
兵
農
ソ
ヴ
ェ
ト
と
民
主
的
自
治
体
に
依
拠
す
る
権
力
の
み
が
、

全
て
の
土
地
を
農
具
と
も
土
地
委
員
会
の
管
理
下
に
移
し
う
る
の
だ
と
主
張
し
、
現
状
の
ま
ま
で
は
農
業
問
題
に
お
け
る
党
の
基
本
的
主
張
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ら
実
現
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
、
主
流
派
の
人
々
も
、
事
態
の
更
な
る
悪
化
を
防
ぎ
、
農
民
の
信
頼
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
彼
ら
の
用
意
し
た
土
地
法
案
の
実

現
を
め
ざ
し
て
更
な
る
努
力
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
み
て
も
、
彼
ら
が
連
立
政
策
を
放
棄
せ
訟
限
り
、
そ
の
努
力

も
徒
労
に
終
る
公
箪
が
大
で
あ
っ
た
。

　
二
月
四
日
、
全
ロ
シ
ア
農
民
執
行
委
員
会
の
代
表
が
、
当
時
首
都
に
集
っ
て
い
た
県
土
地
委
員
会
内
の
農
務
省
派
遣
員
や
前
線
代
表
と
と
も

に
、
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
首
相
を
訪
れ
関
連
法
案
の
早
急
の
公
布
を
要
求
し
た
の
は
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
彼
ら
は
、
首
台
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

近
β
中
に
そ
の
問
題
を
政
府
で
検
討
す
る
と
の
約
束
を
と
り
つ
け
た
。
同
じ
頃
、
中
央
土
地
評
議
会
も
首
相
に
、
土
地
関
係
法
案
の
早
急
の
公
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布
を
要
請
す
る
覚
書
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
農
村
内
の
困
難
な
状
況
の
原
因
が
、
　
《
公
式
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
法
と
住
民
の
現
実
の
権

利
意
識
の
聞
の
衝
突
》
に
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
　
《
臨
時
政
府
が
土
地
関
係
の
即
時
調
整
の
必
要
性
を
は
っ
き
り
と
認
め
る
こ

と
、
然
る
べ
き
正
確
な
規
則
を
即
時
実
施
す
る
こ
と
》
だ
け
が
、
土
地
委
員
会
の
有
効
な
活
動
や
農
村
内
の
秩
序
維
持
を
保
証
し
う
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
、
と
結
ば
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
声
を
背
景
に
し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
の
念
願
が
か
な
い
、
八
月
九
日
の
閣
議
は
農
業
問
題
の
検
討
に
あ
て
ら
れ
た
。
そ
こ
で
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

エ
ル
ノ
ー
フ
が
長
い
報
告
を
行
っ
た
が
、
激
し
い
反
対
に
あ
い
彼
の
提
出
し
た
議
案
は
却
下
さ
れ
、
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
彼
は
原
案
を
か
な
り
修
正
し
て
法
案
を
再
度
閣
議
に
提
出
し
た
。
し
か
し
、
ラ
キ
ー
ト
ニ
コ
フ
が
後
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
修
正
案
も
政
府
に
検
討
さ
れ
る
《
栄
誉
》
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
達
立
政
府
と
い
う
蟻
地
獄
に
自
ら
入
り
込
ん
で
い
っ
た
エ
ス
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
は
、
次
第
に
身
動
き
が
と
れ
ぬ
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
従
来
の
方
針
の
行
詰
り
を
覚
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
は
、
党
中
央
委
員
会
に
何
度
も
辞
任
の
意
思
を
伝
え
た
と
い
う
。
だ
が
、
党
中

央
委
員
会
は
、
な
お
多
く
の
農
民
の
信
任
を
え
て
い
た
チ
ェ
ル
ノ
！
フ
の
辞
任
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
破
滅
的
結
果
を
恐
れ
、
八
月
末
ま
で
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

任
の
許
可
を
与
え
な
か
っ
た
。

　
こ
の
間
に
も
、
党
機
関
紙
の
一
記
事
が
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
県
エ
リ
ニ
や
郡
を
例
に
あ
げ
、
　
《
全
く
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
と
し
か
い
い
よ
う
が

な
い
。
…
…
農
村
に
極
め
て
不
足
し
て
い
る
、
最
後
の
最
も
能
力
が
あ
り
精
力
的
な
人
々
を
農
村
か
ら
奪
い
、
農
村
に
憤
り
と
疑
惑
を
も
た
ら

し
て
い
る
》
と
伝
え
た
よ
う
な
土
地
委
員
会
の
大
量
告
発
と
逮
捕
は
続
い
て
い
た
。
し
か
も
、
当
事
者
の
一
人
で
エ
ス
エ
ル
の
内
相
ア
フ
ク
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ン
チ
ェ
フ
は
、
　
《
個
人
と
し
て
は
、
司
法
権
力
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と
を
取
消
せ
な
い
》
と
い
う
態
度
を
く
ず
さ
な
か
っ
た
。

　
八
月
二
十
五
B
、
全
ロ
シ
ア
農
罠
執
行
委
員
会
は
再
び
政
府
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
声
明
を
出
し
た
。
　
《
政
府
は
、
土
地
関
係
を
調

整
し
、
土
地
委
員
会
の
権
利
義
務
の
訳
補
を
画
定
す
る
臨
時
立
法
も
菰
野
公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
秋
の
耕
作
が
近
づ
い
た
が
、
法

的
規
定
は
ま
だ
全
く
な
い
。
政
府
は
、
土
地
委
員
会
の
権
威
を
強
化
す
る
代
り
に
、
中
央
権
力
の
不
活
動
の
直
接
的
結
果
と
し
て
ひ
き
お
こ
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さ
れ
た
《
権
力
の
濫
用
》
を
理
由
に
、
ま
す
ま
す
頻
繁
に
逮
捕
・
弾
圧
を
行
な
い
、
そ
れ
を
ぐ
ら
っ
か
せ
て
い
る
。
…
…
政
府
が
明
確
で
的
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

な
法
律
を
戯
さ
な
け
れ
ば
、
委
員
会
は
無
防
備
の
ま
ま
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
ま
で
通
り
、
土
地
関
係
で
混
乱
と
無
秩
序
が
支
配
す
る
だ
ろ
う
》

と
。
だ
が
、
格
別
の
効
果
は
な
か
っ
た
。

　
か
え
っ
て
、
時
を
同
じ
く
し
て
起
っ
た
コ
ル
二
階
フ
事
件
を
契
機
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
は
、
彼
と
彼
の
党
が
春
以
来
主
張
し
て
き
た
施
策
の

最
も
肝
要
な
部
分
、
土
地
委
員
会
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
ま
ま
、
農
相
の
地
位
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
振
出
し
た
約
束
手

形
は
す
で
に
不
渡
り
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　
中
央
土
地
委
員
会
第
三
回
定
例
会
議
（
八
月
二
十
五
～
二
十
九
日
）
で
の
一
地
方
代
表
の
立
葉
を
か
り
れ
ば
、
当
時
す
で
に
農
村
で
は
、
土
地
改

革
の
実
現
の
可
能
性
に
対
す
る
不
信
が
生
れ
て
い
た
。
　
《
こ
の
部
分
的
な
不
信
が
完
全
な
信
頼
の
喪
失
と
な
る
よ
う
な
ら
、
国
は
極
め
て
重
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
嶺
件
の
門
口
に
立
つ
》
に
ち
が
い
な
い
情
勢
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
事
実
、
こ
の
年
九
月
に
は
、
激
し
さ
を
加
え
た
農
民
運
動
は
多
く
の
県
で
《
農
民
蜂
起
》
　
〔
ク
ラ
フ
チ
ュ
ク
〕
に
転
化
し
て
い
っ
た
。
す
で

に
幾
度
と
な
く
警
皆
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
現
実
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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九
月
の
農
民
蜂
起
の
発
火
点
と
な
っ
た
タ
ム
ボ
ブ
県
は
、
エ
ス
エ
ル
の
運
動
の
ふ
る
く
か
ら
の
拠
点
で
あ
り
、
当
時
も
県
の
主
要
な
社
会
組

織
は
彼
ら
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
ボ
ブ
イ
ニ
ン
国
・
員
・
靡
。
欝
奉
読
ら
県
の
エ
ス
エ
ル
指
導
者
た
ち
は
、
原
則
的
に
は
党
中
央
の
路
線
に
忠
実

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
八
月
末
の
県
農
民
大
会
が
彼
の
報
告
に
基
き
、
政
府
が
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
の
法
案
を
早
急
に
承
認
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
、
制
憲
議
会
ま
で
農
相
の
職
に
チ
ェ
ル
ノ
…
フ
が
留
る
こ
と
を
要
求
す
る
決
議
を
採
択
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、

そ
の
決
議
は
同
時
に
、
政
府
が
法
案
の
承
認
を
更
に
遅
ら
せ
た
り
、
ま
し
て
や
却
下
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
　
《
必
ず
や
、
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

民
内
に
騒
乱
と
無
秩
序
を
ひ
き
お
こ
す
》
だ
ろ
う
と
警
告
し
て
い
た
。
ま
た
、
県
内
の
一
地
主
の
殺
害
の
件
に
つ
き
報
告
を
行
っ
た
人
物
は
、
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《
農
民
の
公
正
な
要
求
が
満
さ
れ
ね
ば
…
…
こ
の
よ
う
な
騒
動
は
不
可
避
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
郷
で
始
ま
り
、
＝
凹
の
火
事
と
な
っ
て
全

麟
に
広
が
る
だ
ろ
う
。
…
…
農
村
は
す
ぐ
に
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
も
土
地
委
員
会
も
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
が
ら
追
立
て
る
だ
ろ
う
。
我
々
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

〔
農
村
…
引
用
者
〕
に
現
在
ま
で
、
需
葉
だ
け
し
か
与
え
て
い
な
い
》
と
、
そ
の
報
告
を
結
ば
ね
ば
な
ち
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
も
情
勢
は
切
迫

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
九
月
七
～
八
臼
、
ス
ィ
チ
ェ
フ
ヵ
村
で
蜂
起
の
火
の
手
が
上
る
と
、
予
想
通
り
ま
た
た
く
間
に
県
内
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
事
態
を
前

に
、
十
二
日
置
、
県
内
の
主
要
な
社
会
組
織
・
政
府
機
関
の
代
表
一
主
体
は
エ
ス
エ
ル
ー
が
会
合
を
開
い
た
。
彼
ら
は
従
来
の
立
場
を
変

更
し
、
　
《
土
地
委
員
会
及
び
食
糧
委
員
会
は
共
同
し
て
、
そ
の
地
匿
に
あ
る
全
て
の
私
有
地
を
、
全
て
の
付
属
地
・
農
業
資
産
と
と
も
に
完
全

か
つ
正
確
に
登
録
し
、
県
土
地
斎
火
会
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
指
令
に
従
い
、
領
地
を
自
己
の
管
理
下
に
掌
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
》
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
う
内
容
の
命
令
第
三
号
を
作
成
し
、
翌
日
自
ら
の
責
任
で
公
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
数
日
後
、
県
の
エ
ス
ェ
ル
党
会
議
も
、
　
《
全
て
の
私
有

地
を
、
即
時
土
地
委
員
会
の
管
理
及
び
保
護
下
に
移
す
こ
と
を
必
要
と
み
な
す
。
こ
れ
は
、
臨
時
政
府
の
命
令
を
待
た
ず
に
、
県
参
事
会
の
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

令
で
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
》
と
決
定
し
、
実
質
的
に
命
令
第
三
号
を
承
認
し
た
。

　
勿
論
、
こ
の
措
置
は
、
農
民
の
自
発
的
行
動
を
容
認
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
十
一
月
末
開
催
予
定
の
制
憲
議
会
ま
で
土
地
を
保
金
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

る
た
め
の
緊
急
避
難
行
為
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
タ
ム
ボ
ブ
の
エ
ス
エ
ル
た
ち
は
、
農
属
蜂
起
と
い
う
現
実
を
前
に
、

自
党
の
権
威
を
失
わ
ぬ
た
め
に
、
党
中
央
が
政
府
を
通
じ
実
現
し
え
な
か
っ
た
措
置
を
、
自
ら
の
責
任
で
実
行
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
彼
ら
は
決
し
て
党
内
左
派
と
呼
ば
れ
る
べ
き
人
々
で
は
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
こ
と
の
意
味
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
の
で
あ

る
。　

一
方
、
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
政
府
は
、
九
月
八
日
命
令
九
一
一
号
で
七
月
八
臼
付
の
コ
ル
ニ
ロ
フ
将
軍
の
命
令
を
全
国
に
拡
大
し
て
適
用
し
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

民
運
動
に
弾
圧
的
態
度
で
臨
ん
で
い
た
。
タ
ム
ボ
フ
の
事
件
に
つ
い
て
、
ラ
キ
ー
ト
ニ
コ
ブ
ら
が
、
そ
れ
は
農
民
が
《
革
命
、
そ
し
て
革
命
的

臨
時
政
府
へ
の
信
頼
を
失
っ
て
い
る
こ
と
の
恐
る
べ
き
証
左
》
で
あ
る
と
み
な
し
、
命
令
第
三
号
の
撤
廃
は
無
理
と
進
言
し
た
が
、
そ
れ
も
受
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⑧

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
政
府
は
、
農
民
運
動
が
生
起
し
て
い
る
県
に
、
そ
れ
と
闘
う
た
め
の
翠
蓋
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
命
じ
る
〔
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
十
八
日
〕
な
ど
、
弾
圧
的
態
度
を
く
ず
さ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
こ
の
間
、
九
月
十
日
の
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
落
第
七
回
会
議
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
党
内
左
派
勢
力
が
急
激
に
振
張
し
、
民
主
会
議
に
お
い
て
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

方
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
代
表
の
多
く
が
左
派
を
支
持
す
る
と
い
う
事
態
に
足
元
を
脅
か
さ
れ
な
が
ら
、
エ
ス
エ
ル
中
央
指
導
部
内
で
、
政
府
の
構
成

を
め
ぐ
り
対
立
が
生
じ
て
い
た
。
党
空
流
派
内
部
で
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
ら
が
、
左
派
と
は
」
線
を
画
し
な
が
ら
も
、
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
に
対
す
る
批

覇
を
強
め
、
カ
デ
ッ
ト
と
の
連
立
は
農
民
に
と
り
受
入
れ
ら
れ
な
い
、
農
村
と
国
内
の
平
穏
は
、
党
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
即
座
に
実
行
し
う
る
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

府
の
み
が
保
証
す
る
の
だ
と
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
党
機
関
紙
上
で
も
、
地
方
に
お
け
る
土
地
委
員
会
へ
の
弾
圧
に
対
す
る
批
判
が

　
　
　
　
　
＠

強
ま
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
党
中
央
機
関
紙
が
、
先
の
特
別
委
員
会
に
関
す
る
政
府
決
定
の
翌
日
、
弾
圧
の
み
を
優
先
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

政
府
の
措
置
を
批
判
し
、
三
十
日
に
は
、
件
の
命
令
第
三
号
の
金
文
と
と
も
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
の
《
唯
一
の
方
法
》
と
題
す
る
論
説
を
載
せ

た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
論
説
で
彼
は
、
最
も
恐
れ
て
い
た
農
民
反
乱
が
起
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
党
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
途
が
、
　
《
こ
れ
ま
で
の
遅
れ
を
清
算

し
…
…
ブ
ラ
ン
ク
を
一
つ
の
断
固
と
し
た
行
動
で
補
う
こ
と
》
つ
ま
り
、
タ
ム
ボ
フ
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の
隣
接
諸
県
で
相
次
い
で
と
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

方
策
帥
土
地
の
土
地
委
員
会
へ
の
移
管
を
承
認
し
、
　
《
そ
れ
を
、
全
国
家
的
法
規
と
す
る
こ
と
》
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
問
題
の
所
在
は
誰
の
琶
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
一
エ
ス
エ
ル
の
表
現
を
か
り
れ
ば
、
農
村
の
悲
劇
は
、
　
《
そ
れ
が
現
在
、
法
律
の
保
護
の

外
で
生
活
し
て
お
り
、
革
命
〔
政
府
と
読
め
一
引
用
者
〕
が
…
…
農
村
の
《
土
地
と
自
由
》
の
た
め
の
闘
い
に
援
助
を
与
え
な
か
っ
た
》
と
い

　
　
　
　
　
　
⑭

う
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
央
の
エ
ス
エ
ル
た
ち
が
、
自
党
の
名
誉
を
ま
も
り
、
農
民
の
怒
り
を
静
め
、
制
憲
議
会
ま
で
土
地
を
保
全

す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
土
地
委
員
会
へ
の
土
地
の
即
時
移
管
を
達
成
す
る
以
外
に
途
が
な
い
こ
と
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
な
ら
ず
と
も
自
明

　
　
　
　
　
⑪

の
理
で
あ
っ
た
。
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＠

　
し
か
し
党
中
央
委
員
会
は
、
結
局
は
、
す
で
に
公
式
に
は
と
も
か
く
実
質
的
に
は
党
員
と
は
名
ば
か
り
の
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
が
、
カ
デ
ヅ
ト
を

含
め
て
つ
く
り
あ
げ
た
新
政
府
を
容
認
し
、
十
月
初
め
に
は
そ
こ
に
農
相
と
し
て
マ
ス
ロ
フ
を
送
り
込
み
、
す
で
に
失
敗
し
た
試
み
を
再
び
繰

返
す
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
は
な
す
術
も
な
く
十
月
蜂
起
を
前
に
首
都
を
離
れ
、
中
央
で
の
エ
ス
エ
ル
の
最
後
の
努
力
は
、
マ
ス
ロ
フ
を
軸
と
し
て
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
マ
ス
ロ
フ
は
入
閣
す
る
際
、
党
中
央
委
員
会
と
金
ロ
シ
ア
農
民
執
行
委
員
会
の
要
求
を
い
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
土
地
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
釈
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
、
土
地
関
係
法
案
の
政
府
審
議
を
条
件
と
し
て
出
し
た
。
前
老
に
つ
い
て
彼
は
、
若
苗
や
法
相
の
承
諾
を
得
、
実
際
に
中
央
土
地
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

資
料
を
も
と
に
釈
放
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
第
二
の
条
件
で
、
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
い
ず
れ
も
懸
案
の
土
地
関
係
調
整
法
案
と
土
地

委
員
会
規
約
改
正
案
で
あ
っ
た
。

　
前
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
法
案
を
も
と
に
、
全
て
の
土
地
を
土
地
委
員
会
の
管
理
下
に
移
す
と
い
う
規
定
を
入
れ
る
た
め
に
、
　
一
週
間
を
費
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

て
そ
れ
に
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
輪
に
関
し
て
は
、
七
月
な
か
ば
の
中
央
土
地
評
議
会
案
が
そ
の
時
、
政
府
の
承
認
を
得
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
の
後
、
八
月
末
に
政
府
は
委
員
会
に
財
務
嘗
僚
を
加
え
る
決
定
を
し
た
が
さ
ほ
ど
重
要
な
変
更
で
は
な
い
。

こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
九
月
半
ば
に
ヴ
ィ
ブ
リ
ャ
エ
フ
が
作
成
し
、
そ
れ
に
中
央
土
地
評
議
会
が
実
質
的
に
旧
案
を
復
活
す
る
形
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

修
正
を
加
え
、
十
月
十
三
日
に
最
終
的
に
採
択
し
て
政
府
に
提
出
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
郷
土
地
委
員
会
の
設
置
を
義
務
づ
け
た

り
、
土
地
委
員
会
に
ソ
ヴ
ェ
ト
代
表
を
正
式
に
加
え
た
り
す
る
規
定
の
ほ
か
に
、
糊
憲
議
会
ま
で
地
方
土
地
委
員
会
の
管
理
下
に
、
山
林
や
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

系
と
と
も
に
全
て
の
農
用
地
を
入
れ
る
と
の
条
項
を
含
ん
で
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
土
地
委
員
会
を
中
心
と
し
た
土
地
の
管
理
に
つ
い
て
具
体
的

に
規
定
し
た
土
地
関
係
調
整
法
案
と
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
。
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弓

　
一
方
、
こ
の
《
土
地
委
員
会
に
よ
る
土
地
及
び
農
業
関
係
調
整
規
翔
》
と
題
さ
れ
た
法
案
は
、
こ
の
年
エ
ス
エ
ル
中
央
の
指
導
老
た
ち
が
、

農
業
・
土
地
問
題
で
彼
ら
の
い
う
経
過
措
慨
を
、
具
体
的
に
は
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
何
よ
り
も
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
全
て
の
農
用
地
は
髄
憲
議
会
に
よ
る
土
地
問
題
の
解
決
ま
で
地
方
土
地
委
員
会
の
管
理
下
に
入
る
と
の
規
定
で
始
ま
る
。
管
理
と

は
、
ω
農
用
地
の
登
録
、
②
土
地
所
有
権
の
変
更
・
移
動
等
の
監
視
、
㈲
所
有
者
や
借
地
人
が
、
農
用
地
の
価
値
を
下
落
さ
せ
る
の
を
防
止
す

る
こ
と
、
ω
臨
時
借
地
フ
ォ
ン
ド
の
形
成
と
住
民
へ
の
提
供
、
㈲
借
地
関
係
の
調
整
、
⑥
集
約
経
営
、
特
殊
栽
培
の
保
全
措
置
、
等
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
⑲

る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
、
土
地
委
員
会
に
よ
る
土
地
の
管
理
を
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
地
主
と
農
民
の
上
に
立
つ
土
地
委
員

会
の
も
と
で
、
農
業
生
産
力
を
維
持
し
、
借
地
フ
ォ
ン
ド
を
つ
く
る
な
ど
従
来
の
生
産
関
係
を
一
部
手
直
し
し
な
が
ら
、
土
地
社
会
を
決
定
す

る
と
彼
ら
が
考
え
た
制
憲
議
会
ま
で
土
地
を
保
全
す
る
た
め
の
方
策
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
る
。

　
そ
の
意
味
で
、
こ
の
法
案
の
眼
臼
と
し
て
、
十
月
十
八
艮
に
エ
ス
エ
ル
が
党
機
関
紙
で
公
表
し
た
臨
時
土
地
フ
ォ
ソ
ド
に
関
す
る
部
分
の
内

容
も
、
当
然
、
彼
ら
の
従
来
の
立
場
か
ら
い
く
ら
も
出
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
部
分
の
要
点
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

国
有
地
及
び
以
前
の
御
料
地
の
ほ
か
に
、
ω
最
近
五
年
の
う
ち
三
年
以
上
貸
繊
さ
れ
て
い
た
土
地
、
②
最
近
五
年
間
、
全
く
農
民
の
農
呉
に
よ

っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
土
地
、
r
㈲
価
値
下
落
や
電
磁
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
所
期
者
等
か
ら
収
用
さ
れ
た
土
地
、
㈲
現
在
、
借
地
経
営
さ
れ
て
い

る
土
地
、
⑤
任
意
の
供
出
地
、
か
ら
臨
時
借
地
フ
ォ
ン
ド
を
つ
く
る
。
も
し
、
住
民
の
土
地
不
足
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
所
有
老
自
身
の
経
営

地
の
」
部
も
箕
早
し
う
る
。
た
だ
し
、
生
産
に
屋
立
っ
た
損
失
を
も
た
ら
さ
な
い
と
い
う
条
件
が
つ
け
ら
れ
、
い
か
な
る
場
合
も
、
所
有
者
、

そ
の
家
族
、
従
業
員
ハ
労
働
者
、
家
畜
の
た
め
に
必
要
な
耕
地
等
は
残
さ
れ
る
。
ま
た
、
庭
地
、
ぶ
ど
う
園
、
ホ
ッ
プ
畑
、
建
物
敷
地
、
ビ
ー

ト
等
の
栽
培
植
物
用
地
は
最
初
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
借
地
フ
ォ
ン
ド
へ
の
土
地
の
箕
入
は
郡
土
地
委
員
会
が
行
な
い
、
郷

土
地
委
員
会
が
そ
の
土
地
を
自
己
労
働
で
耕
作
す
る
経
営
体
の
聞
で
分
配
す
る
。
そ
の
際
、
生
産
手
段
を
も
つ
経
営
体
の
方
が
有
利
な
あ
つ
か

い
を
受
け
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
の
土
地
に
対
す
る
借
地
料
は
土
地
委
員
会
が
決
定
し
、
税
等
を
控
除
し
た
残
額
は
所
有
者
に
支
払
わ

　
⑳

れ
る
。
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臨聴政府期におけるエスエルの農業政策についての一考察（一色）

　
こ
の
よ
う
な
も
の
が
、
五
月
以
降
政
府
内
で
農
相
の
ポ
ス
ト
を
独
，
善
し
て
き
た
エ
ス
ェ
ル
が
、
最
後
に
つ
く
り
あ
げ
た
法
案
の
中
心
部
分
の

内
容
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
逼
迫
し
た
状
況
の
中
で
、
党
中
央
委
員
会
が
な
し
え
た
事
は
、
こ
の
法
案
を
《
党
の
農
業
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

領
の
実
現
へ
の
大
き
な
一
歩
》
と
み
な
し
、
全
て
の
党
組
織
に
、
そ
れ
を
精
力
的
に
宜
黒
し
、
大
衆
に
知
ら
せ
る
よ
う
搬
令
す
る
こ
と
と
、
マ

ス
ロ
フ
が
政
府
に
そ
れ
を
採
択
さ
せ
る
の
を
期
待
し
て
待
つ
ほ
か
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
政
府
は
こ
れ
ら
の
法
案
を
ま
と
め
て
審
議
し
は
じ
め
た
が
、
政
府
内
の
状
況
は
決
し
て
マ
ス
ロ
フ
に
と
り
楽
観
を
許
す
よ
う
な
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
マ
ス
ロ
フ
に
よ
れ
ば
、
十
月
二
十
日
に
は
土
地
関
係
調
整
規
翔
の
、
土
地
委
員
会
へ
の
土
地
の
移
管
に
関

す
る
最
初
の
原
刻
的
部
分
が
、
二
十
四
臼
に
は
R
盈
部
が
政
府
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
　
《
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
行
動
》
　
〔
マ

ス
ロ
フ
〕
の
た
め
、
法
案
の
最
終
的
な
審
議
は
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
臨
時
政
府
の
消
滅
と
と
も
に
、
エ
ス
エ
ル
た
ち
が
最
後
の
期
待
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

け
た
土
地
関
係
法
案
は
、
そ
の
ま
ま
陽
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
終
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
、
九
月
に
始
つ
た
農
民
運
動
の
新
た
な
昂
揚
は
、
数
的
に
も
形
態
に
お
い
て
も
新
た
な
質
を
獲
得
し
、
中
央
農
業
地
帯
・
ヴ
ォ
ル
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

河
流
域
を
中
心
に
か
っ
て
な
い
高
み
に
ま
で
達
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

①
　
最
初
の
臨
時
政
府
に
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
が
入
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
に
は
、
党
指

　
導
者
の
一
人
ゼ
ソ
ジ
ー
ノ
ァ
炉
該
噛
ω
。
器
牽
畠
は
、
彼
は
党
よ
り
派
遣
さ
れ
た

　
の
で
は
な
い
か
ら
、
当
時
の
反
連
立
と
い
う
党
の
政
策
に
は
矛
盾
し
な
い
と
説
閣

　
し
て
い
た
。
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し
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の
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月
二
十
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日
の
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ブ
イ
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五
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ス
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ル
ニ
、
ト
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ド
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人
民
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党
各
一
、
残
り
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派
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デ
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た
。
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＝
同
O
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①
ω
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ど
n
↓
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鐙
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⑧
．
地
方
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地
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の
設
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ブ
イ
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畏
執
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委

　
員
会
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の
報
告
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ま
で
の
段
階
で
、
五
月
に
七
県
三
十
八
郡
、
六
月
に
三
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十
五
県
三
百
八
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一
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臨時敷府期におけるエスエルの農業政策についての～考察（一色）
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以
上
ご
く
大
ま
か
に
で
は
あ
る
が
、
一
九
一
七
年
二
月
よ
り
十
月
差
煙
る
間
、
エ
ス
エ
ル
、
と
く
に
そ
の
中
央
の
指
導
者
た
ち
が
A
農
業
・
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土
地
問
題
に
対
し
て
と
っ
た
基
本
的
な
立
場
、
そ
し
て
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
た
彼
ら
の
行
動
に
つ
い
て
み
て
き
た
。

　
こ
の
調
号
で
彼
ら
が
究
極
的
に
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
は
、
早
急
に
忍
集
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
制
憲
議
会
で
、
彼
ら
の
宿
願
で
あ
っ
た
土
地

社
会
化
法
を
通
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
制
憲
議
会
ま
で
の
聞
を
土
地
社
会
化
の
た
め
の
準
備
期
間
と
み
な
し
、
彼
ら
は
、
そ
の
間
は

《
地
主
支
配
の
瀬
進
的
排
除
》
を
行
な
う
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
一
部
左
派
の
人
々
を
除
け
ば
、
地
主
地
の
組
織
的
略
奪
と
い
っ

た
形
で
、
土
地
改
革
を
則
時
実
行
す
る
と
い
う
姿
勢
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
彼
ら
の
考
え
は
具
体
的
に
は
、
土
地
所
有
権
な
ど
根
本
的
な
問
題
に
抵
触
し
な
い
範
囲
で
、
一
方
で
、
農
民
に
有
利
に
な
る
よ
う
な
現
状
の

修
正
一
借
地
関
係
の
調
整
な
ど
一
を
加
え
な
が
ら
、
他
方
で
、
土
地
委
員
会
と
い
う
《
大
衆
の
満
さ
れ
ぬ
欲
求
の
爆
発
を
防
止
し
う
る
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

…
地
方
の
国
家
権
力
機
関
》
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
の
売
却
等
を
企
る
地
主
か
ら
も
、
略
奪
に
走
る
可
能
性
の
あ
る
農
民
か
ら

も
土
地
を
保
全
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
臨
時
政
府
の
支
配
の
も
と
で
、
農
民
を
ソ
ヴ
ェ
ト
と
い
う
形
で
自
党
の
影

響
下
に
組
織
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
で
は
、
来
る
べ
き
舗
憲
議
会
選
挙
に
お
け
る
自
党
の
勝
利
を
確
保
す
る
－
事

実
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
一
た
め
で
あ
り
、
他
事
で
は
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
土
地
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
執
行
権
力
機
関
を
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

握
し
、
更
に
は
、
政
府
に
然
る
べ
き
施
策
を
行
な
わ
せ
る
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
と
も
か
く
、
　
《
土
地
と
自
由
》
と
い
う
農
民
の
心
情
に
マ
ッ
チ
し
た
標
語
を
掲
げ
た
エ
ス
エ
ル
た
ち
は
、
二
月
以
降
は
っ
き
り
と
自
ら
の
意

思
で
歩
く
可
能
性
を
え
た
撲
風
の
内
部
に
容
易
に
食
い
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
、
活
動
者
会
議
的
性
格
が
強
か
っ
た
と
は
い
え
農
民
ソ

ヴ
ェ
ト
内
で
圧
倒
的
優
位
を
確
保
し
え
た
。
ま
た
、
地
方
の
土
地
委
員
会
や
種
々
の
委
員
会
な
ど
で
も
、
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
。　

だ
が
、
エ
ス
エ
ル
中
央
の
指
導
者
た
ち
i
多
く
は
同
時
に
、
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
の
中
央
組
織
や
中
央
土
地
委
員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

っ
た
一
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
方
針
を
実
現
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
政
府
に
よ
る
諸
々
の
土
地
法
案
の
採
択
・
実
施
を
め
ざ
し

た
。
五
月
に
は
連
立
政
府
を
形
成
し
農
相
の
ポ
ス
ト
を
確
保
し
た
が
、
事
は
な
か
な
か
進
捗
し
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
政
府
は
、
中
央
か
ら
の
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然
る
べ
き
指
令
の
な
い
ま
ま
し
ば
し
ば
実
際
的
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
土
地
委
員
会
等
に
対
し
、
抑
圧
的
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ

る
。
中
央
の
エ
ス
ェ
ル
指
導
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
用
意
し
た
法
案
を
政
府
に
採
択
さ
せ
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
地
方
の
土
地
委
員
会
等
に
有

効
な
支
援
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ぬ
ま
ま
、
連
立
政
府
の
泥
沼
の
中
で
次
第
に
身
動
き
が
と
れ
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
党
内
で
独
自
の
動
き
を
示
し
て
い
た
左
派
の
人
々
が
、
こ
の
問
題
で
も
党
中
央
へ
の
批
判
を
強
め
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
八
月
末
か
ら
は
、

そ
れ
ま
で
農
相
で
あ
り
党
中
央
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
ら
も
、
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
て
、
カ
デ
ッ
ト
ぬ
き
の
政
府
の
樹
立

を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
結
局
は
有
効
な
手
が
う
た
れ
ぬ
ま
ま
、
彼
ら
は
九
月
の
大
規
模
な
農
民
反
乱
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
エ
ス
エ
ル
中
央
指
導
部
の
農
業
・
土
地
問
題
に
お
け
る
方
針
が
事
実
上
破
綻
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
十
月
に
入
り
彼
ら
が
行
っ
た
最
後
の
立
法
の
試
み
も
、
彼
ら
が
政
権
の
壁
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
た
め
に
実
を
結
ぶ
こ
と
な

く
終
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
背
景
に
、
土
地
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
本
稿
で
は
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
戦
争
の
問
題
な
ど
で
の
彼
ら
の
政
策
の
行
詰
り
が
、
都
市

部
、
更
に
は
軍
隊
内
で
彼
ら
に
対
す
る
支
持
の
急
激
な
減
少
を
も
た
ら
し
て
い
た
と
い
う
情
勢
が
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
か

ろ
う
。
ま
た
、
同
様
の
傾
向
が
農
村
内
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
農
民
運
動
の
激
化
と
い
う
票
実
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、

中
央
に
お
け
る
エ
ス
エ
ル
の
失
脚
が
そ
の
ま
ま
彼
ら
が
農
民
の
支
持
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
詳
し
く
は
捌
稿

に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
こ
と
は
、
十
一
月
の
捌
憲
議
会
選
挙
で
な
お
も
農
翻
心
の
多
く
が
、
党
内
左
翼
が
ま
だ
未
分
離
で
あ
っ
た
と

は
い
え
エ
ス
エ
ル
の
名
簿
に
投
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
央
指
導
部
の
方
針
が
行
詰
っ

て
い
る
中
で
、
左
派
の
人
々
は
勿
論
の
こ
と
、
地
方
の
畏
民
ソ
ヴ
ェ
ト
等
の
組
織
・
機
関
で
活
動
し
て
い
た
地
方
の
党
員
た
ち
の
中
に
も
、
タ

ム
ボ
ブ
の
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
自
ら
の
責
任
で
必
要
な
措
置
を
と
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
党
の
権
威
を
あ
が
な
っ

て
い
た
人
々
が
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

　
党
は
、
八
ケ
月
間
《
待
て
》
と
い
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
連
立
政
府
の
み
じ
め
な
成
果
で
、
エ
ス
エ
ル
の
農
業
問
題
に
お
け
る
戦
術
を
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判
断
す
べ
き
で
な
い
。
そ
れ
は
、
多
く
が
エ
ス
エ
ル
的
だ
っ
た
土
地
委
員
会
等
の
活
動
に
よ
っ
て
知
る
べ
き
な
の
だ
。
ラ
キ
ー
ト
ニ
コ
フ
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

一
月
末
に
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
主
張
は
一
面
の
真
理
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
彼
自
身
が
党
指
導
老
の
一
人
で
あ
り

農
務
次
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ひ
ど
く
言
い
訳
じ
み
た
響
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
ら
中
央
の
摺
導
老

た
ち
の
政
治
的
失
敗
と
、
左
派
を
含
め
た
地
方
の
党
員
た
ち
の
活
動
と
の
落
差
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
ば
酷
に
す
ぎ
る

だ
ろ
う
か
。

　
と
も
か
く
、
十
～
月
末
に
第
四
回
党
大
会
が
開
か
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
党
内
左
派
の
人
々
は
新
た
に
党
を
翻
り
、
エ
ス
エ
ル
の
最
大
の
支

持
基
盤
で
あ
っ
た
農
民
ソ
ヴ
ェ
ト
の
組
織
も
割
る
と
い
う
行
動
に
出
て
い
た
。
こ
の
大
会
で
一
代
議
員
が
、
　
《
党
は
、
社
会
革
命
を
め
ざ
す
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
を
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
な
か
っ
た
》
と
、
自
責
の
念
に
か
ら
れ
な
が
ら
も
、
き
び
し
く
党
の
活
動
を
批
判
的
に
総
括
し
て
い
る
が
、
少
く
と
も

党
中
央
露
量
部
に
つ
い
て
は
結
果
的
に
は
そ
う
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
農
業
・
土
地
問
題
を
例
に
と
っ
て
も
、
本
稿
で
み
て
き

た
よ
う
に
、
権
力
問
題
で
の
方
針
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
っ

た
時
に
、
彼
ら
に
は
自
ら
の
基
本
的
な
主
張
を
な
ん
と
し
て
も
貫
き
通
す
と
い
う
姿
勢
が
欠
け
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
肝
心
な
こ
と
は
、
半
年
以
上
前
に
彼
ら
が
予
想
し
て
い
た
の
と
は
ち
が
い
、
十
月
末
に
権
力
の
中
枢
か
ら
追
わ
れ
る
ま
で
彼

ら
が
自
ら
の
手
で
然
る
べ
き
措
置
を
と
れ
ず
、
か
え
っ
て
、
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
法
的
効
力
は
な
い
と
は
い
え
、
第
二
回
労
兵
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
が

彼
ら
の
主
張
を
盛
込
ん
だ
土
地
に
関
す
る
布
告
を
採
択
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
彼
ら
は
、
地
方
の
土
地
委
員

会
な
ど
な
お
農
村
部
に
お
い
て
根
強
い
影
響
力
を
保
ち
、
欄
憲
議
会
に
お
い
て
も
第
一
党
の
地
位
を
確
保
し
え
た
と
は
い
え
、
結
局
は
、
政
治

的
な
主
導
権
を
失
っ
た
ま
ま
魚
病
議
会
で
念
願
の
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．q．eeing　his　assertion　that　artes　aim　at　sapientia，　the　fruits　of　which　are

amor　boni　and　virtutum　cultacs，　and　that　the　potentialities　of　one’s　natural

talent　are　realized　by　pursuing　artes，　we　can　consider　his　view　of

learning　essentially　practical　rather　than　specially　philosophical　or

theological．　Secondly，　1　examlne’　h2s　attitude　to　the　auctoritas　and　his

distingtiished　character　of，　“moderation”．　The　most　important　thing

for　him　is　to　search　tiie　truth．　Tlierefore，　he　attached　great　value　to

the　classical　authors　（aor．ctoritas）　not　because　they　were　aRcients　but

because　they　told　the　truth：　and　if　only　the　truth　was　pursued，　he

did　not　adhere　to　the　complicated　varieties　of　tlie　ways　to　it．

Some　Reflections　on　the　Agricuittti’al

　　　　　Policy　of　the　SRs　in　1917

by

Yoshikazu　lsshiki

　　The　Socialist　Revolutionaries，　the　successors　to　the　Russian　Populists

of　the　nineteenth　century，　kad　the　settlement　of　the　land　problem　in

Russia　as　their　main　political　object．　The　RevolutioR　of　1917，　though

it　was　brought　about　by　the　spontaneous　action　of　the　people，　was　the

first　occasion　when　the　SRs　had　every　chance　to　put　their　land　program，

‘　socializatlon　of　land　’　into　practice．

　　This　article　is　aimed　firstly　to　clarify　their　policy　on　this　prob1em

at　the　time　when　the　Provislonal　Government　was　formed　and　they

got　the　support　of　the　working　masses，　secondly　to　follow　the　measures

they　took　to　meet　tlae　unstable　political　and　social，situation　during　the

fateful　eight　montlis　and　lastly　to　trace　from　these　analyses．one　of　the

origins　of　their　political　decline　and　fall　in　the．　second　half　of　this　year．
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